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市からのおしらせ満載

雲仙市の春を堪能する（2～3）

住民健診の申込みについて（14～18）

インフォメーション（8～11）

移動市長室（20～22）

Goo
d！

神代小学校 1年 1組での
招待給食会にて
（関連 27ページ）
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　毎年恒例の春のイ
ベント「小浜温泉湯
祭り」が今年も行わ
れます。盛りだくさ
んの内容となってい
ますので、みなさん
おそろいでぜひお出
かけください。

◆プログラム◆（時間は変更になる場合があります）
午前10時 入徳師顕彰（伝明寺）
午前10時30分 温泉感謝祭（小浜神社）
午前11時30分 道行き（北本町湯遊通商店街ほか）
午後２時 みこしレース
午後２時30分 ステージイベント（小浜マリンパーク）
 　○雲仙湯けむり大使発表
 　○その他出し物

問小浜温泉観光協会　☎0957－74－2672

◆プログラム◆
午後７時30分 たいまつ武者行列　出陣（城山グラウンド）
※武者行列の順路が昨年と違いますのでご注意ください
午後７時45分 元服式（橘神社）
午後８時 プレイベント（千々石中グラウンド）
午後８時30分 合戦釜蓋城物語（千々石中グラウンド）

問千々石総合支所　☎0957－37－2001

第20回全九州花火師競技大会
◆場所　小浜港
◆時間　午後８時～（予定）

問小浜温泉観光協会　☎0957－74－2672

◆ボンボリ点灯
　３月24日～４月８日（予定）

問千々石総合支所
☎0957－37－2001

問小浜総合支所
☎0957－74－2111
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雲仙湯けむり大使 募集

みこしレース　
出場チーム大募集!!

　小浜温泉湯祭り振興会では、平
成19年度の雲仙湯けむり大使を次
のとおり募集します。

■応募資格
　雲仙市内に居住している人、ま
たは勤務している人。性別・年齢・
自薦、他薦は問いません。
■応募方法
　氏名、生年月日、住所、職業、最
終学歴、身長、体重、趣味、特技を
明記のうえ、写真（上半身、全身各
１枚）を添付し、提出してください。
（他薦の場合は、推薦者の氏名、住所、
電話番号、職業を付記してください）
■応募締切
　３月16日（金）必着
■賞品
　賞状、賞金、トロフィー、副賞
■応募・問い合わせ
　小浜温泉湯祭り振興会
　☎0957－74－2672

　毎年恒例となった、小浜青年交
友会が主催する「みこしレース」
を今年も開催します。今年は、競
技内容を大幅にリニューアルして、
少人数でも参加できるようになり
ました。
　どなたでも参加できますので、
ふるって出場してください。

☆出場資格
　４人１チーム（性別不問）
☆当日受付
　小浜マリンパーク
　午前８時30分～９時30分
☆競技開始
　・予選…午前10時
　・決勝トーナメント…午後２時
☆賞金
　優　勝…５万円
　準優勝…３万円
　第３位…１万円
　※その他特別賞があります
☆参加申込締切
　３月26日（月）
■申し込み・問い合わせ
　小浜青年交友会事務局
　（小浜温泉観光協会内）
　☎0957－74－2672

小浜温泉湯まつり

●広報うんぜん
平成19年3月�
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　３月16日（金）必着
■賞品
　賞状、賞金、トロフィー、副賞
■応募・問い合わせ
　小浜温泉湯祭り振興会
　☎0957－74－2672
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少人数でも参加できるようになり
ました。
　どなたでも参加できますので、
ふるって出場してください。
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　４人１チーム（性別不問）
☆当日受付
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募 集 職 種

雇 用 期 間

勤 務 時 間

休 日

応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

報 酬

社会保険等

申 込 期 限

問い合わせ

募 集 人 員

勤 務 場 所

報 酬

社会保険等

申 込 期 限

問い合わせ

1人

市役所　健康づくり課

・月額　160,000円

・通勤手当支給

・勤務良好の場合は賞与あり

健康保険・厚生年金・雇用保険

3月15日（木）まで

健康づくり課

1人

市役所　健康づくり課

・月額　137,000円

・通勤手当支給

・勤務良好の場合は賞与あり

健康保険・厚生年金・雇用保険

3月15日（木）まで

健康づくり課

嘱託職員（産休・育児休暇に伴う保健師）

平成19年4月1日～平成19年12月28日

午前8時30分～午後5時15分

土日、祝日

・保健師免許を有する人で65歳未満の人

・通勤可能な人

・健康づくり業務に関すること

・公用車運転に関すること

・その他、指示された業務

嘱託職員（栄養士）

平成19年4月1日～平成20年3月31日

午前8時30分～午後5時15分

土日、祝日、年末年始

・栄養士免許を有する人で65歳未満の人

・通勤可能な人

・健康づくり業務に関すること

・公用車運転に関すること

・栄養指導に関すること

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「嘱託職員申込書」に写真を貼
り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり課、各
総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「嘱託職員申込書」に写真を貼
り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり課、各
総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種

雇 用 期 間

勤 務 時 間

休 日

応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

報 酬

社会保険等

申 込 期 限

問い合わせ

3人

市役所　用地課（別館2階）

・月額　124,300円

・通勤手当支給

・勤務良好の場合は賞与あり

健康保険・厚生年金・雇用保険

3月12日（月）まで

用地課

嘱託職員（登記事務職員）

平成19年4月1日～平成20年3月31日

午前8時30分～午後5時15分

土日、祝日、年末年始

・雲仙市に住所を有する、満18歳以上65歳未満の人

・パソコン操作ができる人

・登記事務経験者

分筆登記・所有権移転登記・地目変更登記等

　市役所人事課および用地課、各総合支所管理課に備え付けの「嘱託職員申込書」に写真を貼り、必要
事項を自筆で記入の上、人事課または用地課、各総合支所管理課に提出してください。

募 集 職 種

雇 用 期 間

勤 務 時 間

休 日

応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

賃 金

申 込 期 限

問い合わせ

若干名
各総合支所
市内保健センター
・1回 4,600円
・時給 920円
3月15日（木）まで

健康づくり課

臨時職員（歯科衛生士）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
歯科衛生士資格を有する人で65歳未満の人
ブラッシング指導、虫歯予防に関する指導
・1歳6ヶ月児健診
・3歳児健診
・乳児相談
・パパママ教室
・2歳児歯科健診

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写真
を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり
課、各総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

賃 金
申 込 期 限
問い合わせ

若干名
各総合支所
市内保健センター
時給　900円
3月15日（木）まで
健康づくり課

臨時職員（保育士）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
保育士の資格を有する人で65歳未満の人
育児教室、1歳6ヶ月児健診、3歳児健診
・教室・健診中の子供のお遊び
・母子関係の相談指導
　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写真
を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり
課、各総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員
勤 務 場 所

賃 金
申 込 期 限
問い合わせ

若干名
各総合支所
市内保健センター
時給　1,000円
3月15日（木）まで
健康づくり課

臨時職員（保健師）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
保健師免許を有する人で65歳未満の人
1歳6ヶ月児健診、3歳児健診
・健診時の保健指導

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写真
を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり
課、各総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

賃 金

申 込 期 限
問い合わせ

若干名
各総合支所
市内保健センター
・1日 7,200円
・時給 900円
3月15日（木）まで
健康づくり課

臨時職員（看護師）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
看護師免許を有する人で65歳未満の人
集団予防接種（ポリオ　BCG）
・予防接種の準備・介助
1歳6ヶ月・3歳児健診
・1歳6ヶ月児・3歳児健診の診察・介助等

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写真
を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり
課、各総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

はたらいてみませんか？はたらいてみませんか？

嘱託職員募集臨時職員募集

●広報うんぜん
平成19年3月�
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・月額　137,000円
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・勤務良好の場合は賞与あり

健康保険・厚生年金・雇用保険

3月15日（木）まで

健康づくり課
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平成19年4月1日～平成19年12月28日

午前8時30分～午後5時15分

土日、祝日

・保健師免許を有する人で65歳未満の人

・通勤可能な人

・健康づくり業務に関すること

・公用車運転に関すること

・その他、指示された業務

嘱託職員（栄養士）

平成19年4月1日～平成20年3月31日

午前8時30分～午後5時15分

土日、祝日、年末年始

・栄養士免許を有する人で65歳未満の人

・通勤可能な人

・健康づくり業務に関すること

・公用車運転に関すること

・栄養指導に関すること

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「嘱託職員申込書」に写真を貼
り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり課、各
総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「嘱託職員申込書」に写真を貼
り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり課、各
総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種

雇 用 期 間

勤 務 時 間

休 日

応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

報 酬

社会保険等

申 込 期 限

問い合わせ

3人

市役所　用地課（別館2階）

・月額　124,300円

・通勤手当支給

・勤務良好の場合は賞与あり

健康保険・厚生年金・雇用保険

3月12日（月）まで

用地課

嘱託職員（登記事務職員）

平成19年4月1日～平成20年3月31日

午前8時30分～午後5時15分

土日、祝日、年末年始

・雲仙市に住所を有する、満18歳以上65歳未満の人

・パソコン操作ができる人

・登記事務経験者

分筆登記・所有権移転登記・地目変更登記等

　市役所人事課および用地課、各総合支所管理課に備え付けの「嘱託職員申込書」に写真を貼り、必要
事項を自筆で記入の上、人事課または用地課、各総合支所管理課に提出してください。

募 集 職 種

雇 用 期 間

勤 務 時 間

休 日

応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

賃 金

申 込 期 限

問い合わせ

若干名
各総合支所
市内保健センター
・1回 4,600円
・時給 920円
3月15日（木）まで

健康づくり課

臨時職員（歯科衛生士）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
歯科衛生士資格を有する人で65歳未満の人
ブラッシング指導、虫歯予防に関する指導
・1歳6ヶ月児健診
・3歳児健診
・乳児相談
・パパママ教室
・2歳児歯科健診

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写真
を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり
課、各総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

賃 金
申 込 期 限
問い合わせ

若干名
各総合支所
市内保健センター
時給　900円
3月15日（木）まで
健康づくり課

臨時職員（保育士）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
保育士の資格を有する人で65歳未満の人
育児教室、1歳6ヶ月児健診、3歳児健診
・教室・健診中の子供のお遊び
・母子関係の相談指導
　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写真
を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり
課、各総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員
勤 務 場 所

賃 金
申 込 期 限
問い合わせ

若干名
各総合支所
市内保健センター
時給　1,000円
3月15日（木）まで
健康づくり課

臨時職員（保健師）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
保健師免許を有する人で65歳未満の人
1歳6ヶ月児健診、3歳児健診
・健診時の保健指導

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写真
を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり
課、各総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

賃 金

申 込 期 限
問い合わせ

若干名
各総合支所
市内保健センター
・1日 7,200円
・時給 900円
3月15日（木）まで
健康づくり課

臨時職員（看護師）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
看護師免許を有する人で65歳未満の人
集団予防接種（ポリオ　BCG）
・予防接種の準備・介助
1歳6ヶ月・3歳児健診
・1歳6ヶ月児・3歳児健診の診察・介助等

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写真
を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づくり
課、各総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

はたらいてみませんか？はたらいてみませんか？

嘱託職員募集臨時職員募集

� ●広報うんぜん
平成19年3月



募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

賃 金
申 込 期 限
問い合わせ

若干名
各総合支所
市内保健センター
時給　950円
3月15日（木）まで
健康づくり課

臨時職員（栄養士）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
栄養士免許を有する人で65歳未満の人
健康教室　・健康教室時の栄養指導
乳児相談　・乳児相談時の離乳食指導
1歳6ヶ月・3歳児健診　・1歳6ヶ月・3歳児健診時の栄養指導

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写
真を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づ
くり課、各総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

賃 金

申 込 期 限
問い合わせ

若干名
各総合支所
市内保健センター
・妊婦訪問 2,000円
・産婦訪問 1,750円
・新生児訪問 1,750円
3月15日（木）まで
健康づくり課

臨時職員（助産師）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
助産師免許を有する人で65歳未満の人

訪問指導
・妊産婦・新生児の訪問指導
パパママ教室
・パパママ教室時の保健指導

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写
真を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、人事課または健康づ
くり課、各総合支所市民生活課、福祉事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格

勤 務 時 間

業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員

勤 務 場 所

賃 金

申 込 期 限

問い合わせ

3人
愛野保健福祉センター
（愛野町）

・時給650円
（1日あたり4,550円）
3月15日（木）まで

健康づくり課

臨時職員（愛野保健福祉センター健康増進室）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
年齢18歳以上65歳未満の人
1日8時間程度（1月あたり約10日程度）
3人程度でのローテーション勤務
・健康増進室機械器具の利用者に対する指導
・外来者及び電話対応　・簡単な事務・日誌等の記帳
・出勤、退館時の開閉戸締り　・館内外の簡単な清掃
・その他指示された事項
　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写
真を貼り、必要事項を自筆で記入の上、人事課または健康づくり課、各総合支所市民生活課、福祉
事務所福祉課に提出してください。

募 集 職 種
雇 用 期 間
応 募 資 格
勤 務 時 間
業 務 内 容

申 込 方 法

募 集 人 員
勤 務 場 所
賃 金
申 込 期 限
問い合わせ

1人
吾妻保健センター（吾妻町）
1日 5,000円
3月15日（木）まで
健康づくり課

臨時職員（吾妻保健センター清掃）
平成19年4月1日～平成20年3月31日
年齢18歳以上65歳未満の人
毎週月曜日　午前9時～午後4時30分
保健センターの清掃

　市役所人事課および健康づくり課、各総合支所管理課に備え付けの「臨時職員登録申込書」に写
真を貼り、必要事項を自筆で記入の上、人事課または健康づくり課、各総合支所市民生活課、福祉
事務所福祉課に提出してください。

はたらいてみませんか？

臨時職員募集

●広報うんぜん
平成19年3月�



 

減
免
が
受
け
ら
れ
る
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
軽
自

動
車
を
所
有
す
る
人

①
申
請
者
が
取
得
（
所
有
）
し
、
自

ら
運
転
す
る
軽
自
動
車

②
申
請
者
が
取
得
し
た
軽
自
動
車

を
、専
ら
申
請
者
の
通
学
・
通
院
・

生
業
の
た
め
に
、生
計
を
同
じ
く

す
る
も
の
、ま
た
は
常
時
介
護
す

る
も
の
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

③
専
ら
身
体
障
害
者
の
利
用
に
供
す

る
た
め
の
も
の
で
、車
検
証
に
「
車

い
す
移
動
車
」「
入
浴
車
」
な
ど

の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
特
殊
用

途
軽
自
動
車

身
体
障
害
者
に
対
す
る
減
免
範
囲

表
―
1
の
と
お
り

知
的
障
害
者
に
対
す
る
減
免
範
囲

●
療
育
手
帳
の
所
持
者
で
A
1
・

A
2
の
人

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所

持
者
で
1
級
の
人

※
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
を
受

け
て
い
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

前
年
度
申
請
し
た
人
も
、
1�
年
度

の
申
請
が
必
要
で
す
。

 

申
請
時
に
必
要
な
も
の

●
心
身
に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
手
帳

○
身
体
障
害
者
手
帳
○
戦
傷
病
者
手

帳
○
療
育
手
帳
○
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳

●
運
転
免
許
証

●
車
検
証
（
写
し
可
）

●
軽
自
動
車
納
税
通
知
書
兼
領
収
証

書

●
印
鑑

※
家
族
運
転
の
場
合
は
左
記
の
書
類

も
必
要
で
す
。

●
通
院
証
明
書
・
通
学
証
明
書
（
該

当
者
は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
）

●
本
人
と
同
一
生
計
で
あ
る
こ
と
を

証
明
で
き
る
書
類

○
生
計
同
一
証
明
書
○
常
時
介
護
証

明
書
○
健
康
保
険
証　

な
ど

 

受
付
期
間

�
月
�
日
（
月
）
〜
��
日
（
火
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

 

申
請
・
問
い
合
わ
せ

●
税
務
課　

市
民
国
保
税
班

●
各
総
合
支
所　

管
理
課

視 覚 障 害
聴 覚 障 害
平 衡 機 能 障 害

音 声 機 能 障 害

上 肢 不 自 由

下 肢 不 自 由

体 幹 不 自 由

乳幼児期以
前の非進行性
脳病変による
運動機能障害
心 臓 機 能 障 害
じん 臓 機 能 障 害
呼 吸 機 能 障 害
ぼ うこ うま た は
直 腸 機 能 障 害
小 腸 機 能 障 害
ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能障害

上肢機能

下肢機能

1級～3級、4級の1
2級、3級
3級

（3級／咽頭
摘出のみ）
1級、2級

1級～6級
（4級～6級）

1級～3級、
5級（5級）

1級、2級

1級～6級
（4級～6級）
1級、3級
1級、3級
1級、3級

1級、3級

1級、3級

1級～3級

特別項症～第4項症
特別項症～第4項症
特別項症～第4項症
（特別項症～第2項症／
咽頭摘出のみ）
特別項症～第3項症
特別項症～第6項症および
第1款症～第3款症
（第5項症～第6項症
および第1款症～第3款症）
特別項症～第6項症および
第1款症～第4款症
（第5項症～第6項症
および第1款症～第4款症）

－

－

特別項症～第3項症
特別項症～第3項症
特別項症～第3項症

特別項症～第3項症

特別項症～第3項症

－

不具廃疾または傷病の程度
戦傷病者手帳

障害の級別
身体障害者手帳程度

障害の区分

※上記中（　）は、本人運転以外は適用されませんので、ご注意ください

表ｰ 1

平成19年度
入札制度説明会の
開催について

日　時　�月��日（水）
　　　　午後�時～�時

場　所　吾妻町ふるさと会館
　　　　１階　多目的ホール
　　　　（市役所横）

対象者
雲仙市建設工事にかかる
入札参加資格を有している人

問い合わせ
●管財課

� ●広報うんぜん
平成19年3月



　

高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
（
児
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
配
布
し

ま
す
。

対
象
者

　

平
成
1�
年
�
月
1
日
現
在
、
市

に
住
所
が
あ
り
居
住
し
て
い
る
人

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
�0
歳
以
上
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
�
級

所
持
者

③
療
育
手
帳
所
持
者

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所

持
者

助
成
額

●
高
齢
者
・
障
害
者

タ
ク
シ
ー
利
用
券
1
枚
に
つ
き

料
金
の
�
割
以
内
（
5
0
0
円

を
上
限
）

●
重
度
障
害
者

タ
ク
シ
ー
利
用
券
1
枚
に
つ
き

5
0
0
円

※
い
ず
れ
も
、
交
付
枚
数
は
最
高

�0
枚
ま
で

申
請
方
法

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
老
人

手
帳
、
な
ど
）、
印
鑑
、
障
害
者

手
帳
等
を
持
参
し
、
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
ま
た
は
福
祉
事
務
所

福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
日

�
月
�0
日
（
金
）
か
ら

お
願
い

　

毎
年
、
交
付
初
日
は
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
券
の
申
請
を
さ
れ
た

い
人
で
、
タ
ク
シ
ー
券
を
今
す
ぐ

必
要
と
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て

は
、
申
請
日
時
を
ず
ら
す
な
ど
し

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
交
付
を
行
う
た
め

に
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
事
務
所　

福
祉
課

高齢者及び障害者（児）
福祉タクシー利用券の配布について

福　祉　課◎

児童生徒の就学援助

教育委員会◎

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
準
要

保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
制
度
）

◎
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助

制
度
と
は

　

生
活
保
護
法
の
被
保
護
世
帯
に

準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
世

帯
に
対
し
て
、
市
が
援
助
す
る
制

度
で
す
。

援
助
の
内
容

　

準
要
保
護
世
帯
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
、
次
の
援
助
を
し
ま
す
。

①
学
用
品
費
等

学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
通

学
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学
旅

行
費
、
体
育
実
技
用
具
費
（
柔

道
・
剣
道
）
の
援
助

②
医
療
費

結
膜
炎
、
中
耳
炎
、
う
歯
な
ど

学
校
で
治
療
の
指
示
を
受
け
た

疾
病
の
治
療
に
要
す
る
費
用
の

援
助

③
学
校
給
食
費

手
続
き
の
方
法

　

援
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎

年
度
申
請
し
、
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

就
学
援
助
申
請
書
は
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
お
よ
び
各
分
室

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

居
住
地
区
の
担
当
民
生
・
児
童

委
員
の
意
見
書
お
よ
び
収
入
が
わ

か
る
書
類
を
添
付
の
う
え
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
地
区
の
民
生
・
児
童
委
員
が
分

か
ら
な
い
と
き
は
、
教
育
委
員

会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

提
出
先

・
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

・
市
内
各
分
室

提
出
期
間

�
月
1�
日（
木
）〜
�
月
1�
日（
金
）

※
期
間
内
に
提
出
し
た
場
合
は
�

月
当
初
か
ら
就
学
援
助
が
受
け

ら
れ
ま
す
。（
以
降
も
随
時
受

付
）

問
い
合
わ
せ

●
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課　

学
事
班

●広報うんぜん
平成19年3月�



市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001

　

平
成
1�
年
�
月
1
日
か
ら
、
�0

歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
と
き
の

1
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い

は
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
は
、
所
得
区

分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
国
保
に
申
請
し
、
交

付
さ
れ
た
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
入

院
す
る
場
合
、
入
院
し
て
い
る
場

合
は
、必
ず「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
世
帯
に
限
り
ま
す
（
特

別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
こ
の

限
り
で
な
い
）

　

な
お
、
外
来
や
複
数
の
医
療
機

関
へ
の
支
払
い
で
限
度
額
を
超
え

る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
後

か
ら
申
請
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

●
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

●
印
鑑

申
請
開
始
日

�
月
�
日
（
月
）
以
降

申
込
先

市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

自
己
負
担
限
度
額

表
の
と
お
り

問
い
合
わ
せ

●
保
険
年
金
課　

国
保
年
金
班

平成19年度
交通災害共済へ加入しましょう

市　民　課◎

　

自
動
車
や
電
車
な
ど
の
交
通
機

関
が
発
達
し
て
い
る
今
日
、
い
つ

「
交
通
事
故
災
害
」
に
あ
う
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
と
き
の

た
め
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
交
通
災

害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◎
交
通
事
故
災
害
と
は

　

国
内
で
自
動
車
や
汽
車
、
電
車
、

原
動
機
付
自
転
車
、
自
転
車
（
1�

イ
ン
チ
以
上
）、
定
期
旅
客
船
、

旅
客
機
等
の
接
触
、
衝
突
、
転
覆

等
に
よ
り
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合

加
入
で
き
る
人

・
雲
仙
市
に
住
民
登
録
又
は
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
人
（
市
外

に
転
出
し
て
い
る
人
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
）

・
就
学
（
学
生
）
の
た
め
一
時
的

に
転
出
し
て
い
る
人

共
済
掛
金

加
入
者
1
人
に
つ
き
5
0
0
円

※
中
途
加
入
者
（
�
月
1
日
以
降

の
加
入
者
）
に
つ
い
て
も
同
額

共
済
期
間

平
成
1�
年
�
月
1
日
か
ら
平
成
�0

年
�
月
�1
日
ま
で

※
中
途
加
入
者（
�
月
1
日
以
降

の
加
入
者
）は
、市
役
所
ま
た
は

各
総
合
支
所
で
受
理
し
た
日
時

か
ら
平
成
�0
年
�
月
�1
日
ま
で

申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
で
、
各
自
治

会
で
取
り
ま
と
め
る
か
、
市
役
所

市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
管
理

課
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

災
害
共
済
の
請
求
期
限

事
故
発
生
日
か
ら
�
年
以
内

※
請
求
書
、
そ
の
他
の
関
係
書
類

は
市
役
所
市
民
課
お
よ
び
各
総

合
支
所
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
市
民
課

●
各
総
合
支
所
管
理
課

入院時の支払いは
自己負担限度額までとなります

保険年金課◎

所得区分 3回まで 4回目以降※2

一般

�1,000円
＋

医療費が���,000円
を超えた場合は、
その超えた分の1％

��,�00円

上位所得者
※1

1�0,000円
＋

医療費が�00,000円
を超えた場合は、
その超えた分の1％

��,�00円

住民税
非課税世帯

��,�00円 ��,�00円

※１　国民健康保険税の算定の基礎となる基礎
控除後の総所得金額などが�00万円を超
える世帯。所得申告がない場合も上位所
得者とみなされます。

※２　過去1�ヶ月間に、1つの世帯で支給が�回
以上あった場合は�回目以降の限度額を
超えた分が支給されます。　

� ●広報うんぜん
平成19年3月



　

市
で
は
、
市
民
が
自
ら
考
え
実

践
す
る
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
発
展
に

資
す
る
地
域
活
性
化
事
業
お
よ
び

人
材
育
成
事
業
等
に
対
し
支
援
し

ま
す
。
支
援
を
希
望
す
る
「
地
域

づ
く
り
事
業
」、「
人
材
育
成
事
業
」

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

個
人
お
よ
び
団
体

●
個
人
…
市
内
に
居
住
し
て
い
る

人
お
よ
び
市
内
に
所
在
す
る
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人

●
団
体
…
構
成
員
の
半
数
以
上
が

市
民
で
あ
り
、
政
治
や
宗
教
な

ど
を
目
的
と
し
な
い
�
人
以
上

の
団
体

対
象
事
業

①
地
域
づ
く
り
事
業

・
団
体
が
歴
史
や
文
化
、
自
然
な

ど
地
域
資
源
の
活
用
を
目
的
と

し
て
行
う
事
業

・
団
体
が
市
の
活
性
化
な
ど
を
目

的
と
し
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

（
市
が
共
催
ま
た
は
後
援
す
る

イ
ベ
ン
ト
）

②
人
材
育
成
事
業

・
個
人
が
地
域
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
主
催
ま
た
は
参
加
す
る
地

域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
地
域
間

交
流
事
業

・
個
人
ま
た
は
団
体
が
特
産
品
の

開
発
や
地
場
産
業
の
育
成
を
目

的
と
し
た
調
査
・
研
究
等
事
業

・
団
体
が
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
開
催
す
る
研
修
会
な
ど（
市
が

共
催
・
後
援
す
る
研
修
会
な
ど
）

対
象
経
費

①
地
域
づ
く
り
事
業

・
調
査
や
研
究
、
視
察
や
交
流
な

ど
の
経
費

・
特
産
品
の
開
発
や
地
場
産
業
の

育
成
な
ど
の
経
費

・
地
域
づ
く
り
推
進
組
織
の
育
成

な
ど
の
経
費

・
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
研
修
会
な

ど
の
経
費

・
そ
の
ほ
か
地
域
づ
く
り
事
業
の

経
費

②
人
材
育
成
事
業

・
研
修
や
視
察
、交
流
な
ど
の
経
費

・
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
開
催

す
る
研
修
会
な
ど
の
経
費

・
そ
の
ほ
か
人
材
育
成
事
業
に
必

要
な
経
費

補
助
額

査
定
額
の
�
分
の
�
以
内

限
度
額

●
国
内
研
修
…
1
人
当
た
り
1�
万

円
、
1
団
体
（
10
人
以
上
）
に

つ
き
1
2
0
万
円

●
国
外
研
修
…
1
人
当
た
り
�0
万

円
、
1
団
体
（
10
人
以
上
）
に

つ
き
2
0
0
万
円

●
調
査
お
よ
び
研
究
な
ど
に
関
す

る
も
の
…
�0
万
円

●
研
修
会
な
ど
の
開
催
…
�0
万
円

●
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
…
原
則

1
0
0
万
円

募
集
期
間

●
第
1
次
募
集

�
月
1
日
〜
�
月
��
日

●
第
�
次
募
集

�
月
1
日
〜
�1
日

問
い
合
わ
せ

●
企
画
課　

地
域
振
興
班

雲仙市地域づくり事業募集

企　画　課◎
国民年金についての
お知らせ

保険年金課◎

◎
国
民
年
金
の
届
け
は
忘
れ
ず
に

　

春
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

「
就
職
」「
退
職
」「
転
勤
」
な
ど

が
多
い
季
節
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
節
目
に
は
国
民
年
金

の
届
出
を
忘
れ
ず
に
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
会
社
を
辞
め
た
と
き

○
会
社
員
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養

さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き（
配
偶
者

が
会
社
を
辞
め
た
と
き
や
本
人

の
パ
ー
ト
収
入
が
増
え
た
と
き
）

必
要
な
届　

国
民
年
金
第
1
号
被

保
険
者
資
格
取
得
届

届
け
先　

市
役
所
ま
た
は
諫
早
社

会
保
険
事
務
所

○
会
社
員
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

必
要
な
届　

国
民
年
金
第
�
号
被

保
険
者
資
格
取
得
届

届
け
先　

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事

業
主

○
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

必
要
な
届　

住
所
変
更
届

届
け
先

第
1
号
被
保
険
者
は
市
役
所
ま
た

は
諫
早
社
会
保
険
事
務
所

第
�
号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の
勤

務
す
る
事
業
主
へ

◎
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
1�
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
1
万
4
1
0
0
円
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
国
（
社
会

保
険
庁
）
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付

書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・

社
会
保
険
事
務
所
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
は
便
利
で
安
全

で
確
実
な
納
付
方
法
と
し
て
、「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す

　

毎
月
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
に

納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
し
込
み
は
簡
単

　

希
望
す
る
金
融
機
関
で
簡
単
に

手
続
き
が
で
き
、
手
数
料
は
一
切

か
か
り
ま
せ
ん
。

○
お
得
な
早
割
り
の
ご
利
用
も

　

月
々
の
保
険
料
を
口
座
振
替
の

早
割
り
（
当
月
保
険
料
の
当
月
末

引
き
落
と
し
）
で
納
付
す
る
と
月

額
�0
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
保
険
年
金
課

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
（
0�
）
1
1
6
5

●広報うんぜん
平成19年3月10



市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
●教育委員会　0957（37）3113
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001

雲
仙
市
奨
学
生
募
集

　

雲
仙
市
で
は
、
市
在
住
者
（
出

身
者
）
で
、貸
付
条
件
に
該
当
し
、

対
象
学
校
に
在
学
す
る
人
に
対

し
、
奨
学
資
金
を
無
利
子
で
貸
し

付
け
、修
学
の
援
助
を
図
り
ま
す
。

貸
付
条
件　

次
の
す
べ
て
を
満
た

す
人

●
扶
養
者
が
1
年
以
上
雲
仙
市
内

に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

●
学
業
・
人
物
と
も
に
奨
学
生
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
人

●
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
人

※
他
の
奨
学
金
制
度
と
の
重
複
貸

与
は
で
き
ま
せ
ん
（
重
複
申
請

は
可
）

対
象
学
校

①
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

農
業
大
学
校

②
高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校（
専

修
学
校
設
置
基
準
に
よ
る
修
業

年
限
�
年
以
上
の
学
校
）、
各

種
学
校
（
各
種
学
校
規
定
に
よ

る
修
業
年
限
�
年
以
上
の
課
程
）

③
高
等
学
校

貸
与
金
額

①
…
月
額
�
万
円
以
内

②
…
月
額
1
万
�
千
円
以
内

③
…
月
額
1
万
�
千
円
以
内

償
還
方
法　

卒
業
の
月
の
�
カ
月

後
か
ら
貸
与
期
間
の
�
倍
相
当
の

期
間
に
、
口
座
振
替
に
よ
り
月
払

い
、
ま
た
は
半
年
払
い
、
も
し
く

は
年
払
い
で
償
還
。
た
だ
し
、
そ

の
期
間
は
10
年
以
内
。

申
込
方
法　

次
の
書
類
を
雲
仙
市

教
育
委
員
会
総
務
課
ま
た
は
各
分

室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

●
在
学
証
明
書
（
在
学
中
の
学
校

の
学
校
長
発
行
）

●
学
業
成
績
証
明
書
（
卒
業
し
た

学
校
の
学
校
長
発
行
）

●
家
庭
状
況
書

※
貸
付
申
請
書
、
家
庭
状
況
書
は

教
育
委
員
会
総
務
課
ま
た
は
、

各
分
室
に
あ
り
ま
す

申
込
受
付
期
間

�
月
�
日（
月
）〜
�
月
1�
日（
火
）

貸
付
開
始
予
定

　

貸
付
け
を
決
定
し
た
人
に
は
、

�
月
10
日
（
金
）
に
�
月
か
ら
�

月
分
ま
で
を
振
込
み
に
よ
り
貸
付

け
、
以
後
、
毎
月
貸
付
け
と
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
教
育
委
員
会　

総
務
課

㈶
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

　

長
崎
県
育
英
会
で
は
、
優
れ
た

生
徒
で
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
就
学
困
難
な
人
に
学
費

を
貸
与
し
て
、
教
育
の
機
会
均
等

を
図
り
、
将
来
、
社
会
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
奨
学
資
金
の
貸

付
を
行
い
ま
す
。

出
願
資
格

　

県
内
に
住
所
が
あ
る
人
の
子
な

ど
で
、
大
学
に
在
学
し
て
い
る
人

の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
で
、
か
つ
人
物
・
学
業

と
も
に
優
れ
て
い
る
人

（
大
学
院
・
短
大
・
通
信
教
育
・

専
修
学
校
の
在
学
者
は
該
当
し
ま

せ
ん
）

※
他
の
奨
学
金
制
度
と
の
重
複
貸

与
は
で
き
ま
せ
ん
（
重
複
申
請

は
可
）

貸
与
金
額
（
月
額
）

出
願
手
続
き

　

出
願
用
紙
は
教
育
委
員
会
総
務

課
ま
た
は
各
分
室
で
交
付
を
受
け

（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
し
た

も
の
も
使
用
で
き
ま
す
）、
必
要

書
類
を
作
成
の
上
、
教
育
委
員
会

総
務
課
ま
た
は
各
分
室
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

（
出
願
用
紙
の
配
布
は
�
月
10
日

以
降
）

募
集
期
間

�
月
1�
日（
月
）〜
�
月
��
日（
金
）

奨
学
金
の
返
還

　

奨
学
金
は
、
卒
業
の
翌
月
か
ら

起
算
し
て
�
ヶ
月
を
経
過
し
た

後
、
次
の
い
ず
れ
か
の
償
還
方
法

で
返
還
し
ま
す
。

●
年
払
い
●
半
年
払
い
●
月
払
い

●
月
払
い
・
半
年
払
い
の
併
用

問
い
合
わ
せ

●
㈶
長
崎
県
育
英
会

☎
0
9
5
（
8
2
4
）
7
5
0
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.n-ikuei.jp

●
教
育
委
員
会　

総
務
課

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
.city

.u
n

ze
n

.
nagasaki.jp

奨学生募集

教育委員会◎

国公立大学 私立大学

第1年次 �1,000円 ��,000円

第�～�年次 ��,000円 �1,000円

第�～�年次 �1,000円 ��,000円
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企画課
県営バス撤退に伴う代替策県営バス撤退に伴う代替策

◎運賃
　運賃は、県営バスと同等程度となります。
　また、定期券についても、おおむね現行と同料金を予定しておりますが、上記①と②
を乗り継ぐ場合には、別々の定期券が必要となります。

◎愛野駅での乗り継ぎ
　４月からは、口之津方面から諫早方面へ運行するバスのうち、朝夕の上下線合わせて
19便が愛野駅で鉄道への乗り継ぎとなります。
　※愛野駅構内までバスが乗り入れます。

◎ターミナルについて
　現在、雲仙市内には、雲仙と小浜の２ヵ所に県営バスターミナルがあります。県営バ
ス撤退後には、雲仙ターミナルは廃止、小浜ターミナルは島鉄バスが引き継ぐこととな
っています。

　県営バス撤退後は、雲仙市タクシー事業組合による運行を行います。
　岳、富津地区は、ジャンボタクシーでの運行、山領地区は、中型バスでの運行となります。
　運行時刻表については、現在の県営バスの運行時刻表に近いダイヤでの運行となる予定です。
　また、定期券の販売は、今坂タクシー（千々石町）と小浜温泉タクシー（小浜町）で行います。

県営バスの島原半島撤退で下記のように変わります。（4月1日から）

①現在、県営バスだけが走っている区間（千々石町岳地区、小浜町富津地区、小浜町山領地区）

　県営バス撤退後は、島鉄バスが増便して運行します。

●県営バス約40便、島鉄バス約20便での運行　→　島鉄バス約40便での運行

　島鉄バスの新しい時刻表は、３月17日（土）または18日（日）
の新聞折込でお知らせする予定です。
　また、定期券の販売は、愛野駅、雲仙営業所、小浜ターミナル、
本諫早駅、諫早ターミナル、口之津営業所で行います。

②現在、島鉄バスと県営バスが一緒に走っている区間

※写真はイメージです

■問い合わせ
○雲仙市企画課 ☎0957-38-3111　ファックス 0957-38-3514
○島原鉄道株式会社営業部自動車課 ☎0957-62-2234　ファックス 0957-62-5712
○雲仙市タクシー事業組合（吾妻タクシー） ☎0957-38-3221　ファックス 0957-38-3246

●広報うんぜん
平成19年3月12



　

雲
仙
市
市
民
憲
章
起
草
委
員
会
（
松
平
泉
委

員
長
ほ
か
８
人
）
が
１
月
29
日
、
市
民
憲
章
案

を
ま
と
め
、
奥
村
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
起
草
委
員
会
は
、
市
内
の
農
漁
業
関
係
者

や
自
治
会
長
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
公
募
委

員
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
昨
年
８
月
30
日
か
ら
こ

れ
ま
で
、
４
回
に
わ
た
り
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
報
告
さ
れ
た
文
案
を
も
と
に
、
2

月
1
日
、
下
の
と
お
り
雲
仙
市
市
民
憲
章
を
制

定
し
ま
し
た
。

雲
仙
市
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た

↑報告書を市長に手渡す松平泉委員長

雲
仙
市
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た

美しい雲仙岳、恵み豊かな有明海と橘湾、悠久の歴史に
はぐくまれた雲仙市。
わたしたちは、市民としての誇りと責任を持ち、互いに
手をたずさえて、未来に羽ばたくまちを築きます。

一　水と緑を大切にし　心やすらぐまちを愛します

一　文化と伝統を生かし　こころ豊かな人を育てます

一　思いやりと感謝の心で　笑顔の輪を広げます

一　人と自然を調和させ　活気あふれる産業の発展に努めます

一　きまりを守り　安心して暮らせる平和なまちをつくります

雲仙市市民憲章

【
市
民
憲
章
の
解
説
】

基
本
的
な
考
え
方

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
だ
れ
に
で
も
分

か
り
や
す
く
、
唱
和
の
し
や
す
い
こ
と
を
基
本

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
15
年
10
月
に
実
施
さ
れ
、
新
市

建
設
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
「
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
」
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
合
併
に
よ
り
誕

生
し
た
ま
ち
の
一
体
感
の
醸
成
と
市
民
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
に
起
草
し
ま
し
た
。

前
文
に
つ
い
て

　

豊
か
な
自
然
を
表
現
し
、
雲
仙
岳
や
有
明
海
、

橘
湾
の
名
称
を
入
れ
、
雲
仙
市
の
情
景
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
、
市
民
が
主

体
的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
を
表

現
し
ま
し
た
。

本
文
に
つ
い
て

　

「
わ
た
し
た
ち
は
」
を
主
語
と
し
て
い
ま
す
が
、

文
章
を
簡
潔
に
、
ま
た
唱
和
を
容
易
に
す
る
た

め
省
略
し
ま
し
た
。

　

語
尾
に
つ
い
て
は
、「
…
を
（
に
）○
○
し
ま

す
」
と
す
る
こ
と
で
、
市
民
自
ら
の
意
思
表
示

で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

五
カ
条
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈http://w
w
w
.city.unzen.nagasaki.jp

〉
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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総合健診

基本健診

胸部レントゲン検診
（結核・肺がん検診）

喀痰細胞診

肝炎ウイルス検査

大腸がん検診
前立腺がん検診
胃がん検診
腹部エコー検査

子宮がん検診（頚部）

乳がん検診

骨粗しょう症検診

【基本健診＋胃がん検診】（必須）
＋各種がん検診（婦人検診を除く）
問診、尿検査、身体測定、血液検査、
診察、心電図検査、腹囲測定など
介護予防のための生活機能検査

問診、レントゲン撮影

配布する容器に3日間の痰を採取

B型・C型肝炎ウイルス検査
（血液検査）

問診、便潜血検査
問診、血液検査（PSA検査）
問診、胃部エックス線検査（胃透視）
肝臓・腎臓・すい臓等のエコー検査
問診、医師による内診・細胞診
問診、視診及び触診
マンモグラフィ検査（2方向）
問診、視診及び触診
マンモグラフィ検査（1方向）

問診、骨密度測定

地域の公民館
等及び検診車
による巡回受診

40歳以上

65歳以上
40歳以上

（39歳以下は希望者のみ）
50歳以上の喫煙者等
40歳の人及び

40歳以上の人で過去
5年間受けていない人

40歳以上
40歳以上の男性
40歳以上
40歳以上

20歳以上の女性

40歳代の女性

50歳以上の女性

40・45・50・55・60・65・70歳の
節目年齢の女性

受診した
検診の合計額

700円

無　料

300円

200円

200円
500円
400円
1300円
300円

500円

300円

健（検）　診　名 対　象　者健診内容及び方法 実施場所 個人負担金

各

種

検

診

婦
人
検
診

地
域
の
公
民
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
等

地
域
の

公
民
館
等

健康管理のため、年に1度は
健診を受けましょう!!

平成19年度
住民健診（集団健診）の申し込みについて

住民健診（集団）

『個別健診及び人間ドックの実施について』

J健（検）診の種類
左記の表に記載

J申し込み方法
17ページの『住民健診（集団健診）申込書』に、必要事項を記入のうえ、申込書裏面の返
信用封筒を利用して郵送するか、または市役所健康づくり課、福祉事務所福祉課市民福祉班、
各総合支所市民生活課に直接提出してください。
【申込書提出期限：3月20日（火）まで】　※電話での申し込みはできません

J対象者（年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）
左記の表に記載
原則として、40歳以上の市民（昭和43年4月1日までに生まれた人）
　ただし、子宮がん検診の対象者は、20歳以上の女性（昭和63年4月1日までに生まれた人）
※勤務先の職場検診や人間ドックを受診予定の人は、ご遠慮ください
　また、治療中の病気がある人は、主治医とご相談ください

J検診料金
左記の表に記載
※70歳以上の人と生活保護世帯の人は、無料となります。ただし、基本健診については、
市民税非課税世帯の方も無料となります。
該当となる人は、事前に手続きが必要ですので、市役所健康づくり課または福祉事務
所福祉課市民福祉班、各総合支所　市民生活課　までお問い合わせください。

◇健診日程の年間計画は、年度の当初に自治会を通して『各種健（検）診の年間スケジュール表』
の配布を予定しておりますので、ご覧ください。
◇受診方法・日程・場所・時間等の詳しい内容については、健診実施日の約2週間前までに、
各申込者に通知します。
◇毎月の健診日程等については、市の広報紙に掲載します。

【平成19年度集団健診予定表】各健（検）診の受診は、年度（H19.4～H20.3）に1回です。

※

個
人
負
担
金
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

平成19年度は、集団健診に加え、住民の皆様が都合の良いときに医療機関で健診を受けても
らえるよう下記の個別健診を実施します。
〈個別健診ができる検診〉…基本健診・子宮がん検診・乳がん検診・総合健診

★個別健診でも総合健診が受けられます
基本健診と胃がん検診・大腸がん検診・胸部レントゲン検診・腹部エコー検査を1回の受診
で同時に受けられる総合健診を実施する予定です。

★人間ドックも実施を予定しています
＊30歳以上の市民を対象に、日帰り・1泊2日・脳ドックの3コースを実施する予定をして
おります。

＊市が実施する基本健診・がん検診等との重複受診はできませんのでご注意ください。
＊募集人数には限りがあるため、定員を超えた場合は、昨年度に人間ドック・脳ドックを
受診されなかった人を優先とさせていただきますので、ご了承ください。

詳細（実施時期・実施医療機関・検診料金等）についての説明と申し込みは、翌月以降の広報
に掲載する予定です。
なお、個別健診を希望される人は、集団健診は受診できませんので、ご注意ください。（今回
は、集団健診のみの申し込みとなっております。）

　4月から住民健診が始まります。平成19年度から総合健診の受診ができるようになり、基本
健診・がん検診などの各種健（検）診も含めて、事前に申し込んでいただくことになりました。
　今回は、集団健診の申し込みのみを受け付けますので、受診を希望する人は、必ず申込書の
提出をお願いします。
（◎今回申込書の提出がない場合は、集団健診が受けられなくなりますのでご注意ください）

【総合健診とは】
1回の受診で基本健診※・胃がん検診※・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン
検診を同時に受診できる健診です。
※基本健診と胃がん検診の受診は必須、その他の検診は希望する人のみの受診になります
ただし、日数や受診人数に限りがありますので、希望する場所や日程での受診ができない
場合があります。

●広報うんぜん
平成19年3月14



総合健診

基本健診

胸部レントゲン検診
（結核・肺がん検診）

喀痰細胞診

肝炎ウイルス検査

大腸がん検診
前立腺がん検診
胃がん検診
腹部エコー検査

子宮がん検診（頚部）

乳がん検診

骨粗しょう症検診

【基本健診＋胃がん検診】（必須）
＋各種がん検診（婦人検診を除く）
問診、尿検査、身体測定、血液検査、
診察、心電図検査、腹囲測定など
介護予防のための生活機能検査

問診、レントゲン撮影

配布する容器に3日間の痰を採取

B型・C型肝炎ウイルス検査
（血液検査）

問診、便潜血検査
問診、血液検査（PSA検査）
問診、胃部エックス線検査（胃透視）
肝臓・腎臓・すい臓等のエコー検査
問診、医師による内診・細胞診
問診、視診及び触診
マンモグラフィ検査（2方向）
問診、視診及び触診
マンモグラフィ検査（1方向）

問診、骨密度測定

地域の公民館
等及び検診車
による巡回受診

40歳以上

65歳以上
40歳以上

（39歳以下は希望者のみ）
50歳以上の喫煙者等
40歳の人及び

40歳以上の人で過去
5年間受けていない人

40歳以上
40歳以上の男性
40歳以上
40歳以上

20歳以上の女性

40歳代の女性

50歳以上の女性

40・45・50・55・60・65・70歳の
節目年齢の女性

受診した
検診の合計額

700円

無　料

300円

200円

200円
500円
400円
1300円
300円

500円

300円

健（検）　診　名 対　象　者健診内容及び方法 実施場所 個人負担金

各

種

検

診

婦
人
検
診

地
域
の
公
民
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
等

地
域
の

公
民
館
等

健康管理のため、年に1度は
健診を受けましょう!!

平成19年度
住民健診（集団健診）の申し込みについて

住民健診（集団）

『個別健診及び人間ドックの実施について』

J健（検）診の種類
左記の表に記載

J申し込み方法
17ページの『住民健診（集団健診）申込書』に、必要事項を記入のうえ、申込書裏面の返
信用封筒を利用して郵送するか、または市役所健康づくり課、福祉事務所福祉課市民福祉班、
各総合支所市民生活課に直接提出してください。
【申込書提出期限：3月20日（火）まで】　※電話での申し込みはできません

J対象者（年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）
左記の表に記載
原則として、40歳以上の市民（昭和43年4月1日までに生まれた人）
　ただし、子宮がん検診の対象者は、20歳以上の女性（昭和63年4月1日までに生まれた人）
※勤務先の職場検診や人間ドックを受診予定の人は、ご遠慮ください
　また、治療中の病気がある人は、主治医とご相談ください

J検診料金
左記の表に記載
※70歳以上の人と生活保護世帯の人は、無料となります。ただし、基本健診については、
市民税非課税世帯の方も無料となります。
該当となる人は、事前に手続きが必要ですので、市役所健康づくり課または福祉事務
所福祉課市民福祉班、各総合支所　市民生活課　までお問い合わせください。

◇健診日程の年間計画は、年度の当初に自治会を通して『各種健（検）診の年間スケジュール表』
の配布を予定しておりますので、ご覧ください。
◇受診方法・日程・場所・時間等の詳しい内容については、健診実施日の約2週間前までに、
各申込者に通知します。
◇毎月の健診日程等については、市の広報紙に掲載します。

【平成19年度集団健診予定表】各健（検）診の受診は、年度（H19.4～H20.3）に1回です。

※

個
人
負
担
金
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

平成19年度は、集団健診に加え、住民の皆様が都合の良いときに医療機関で健診を受けても
らえるよう下記の個別健診を実施します。
〈個別健診ができる検診〉…基本健診・子宮がん検診・乳がん検診・総合健診

★個別健診でも総合健診が受けられます
基本健診と胃がん検診・大腸がん検診・胸部レントゲン検診・腹部エコー検査を1回の受診
で同時に受けられる総合健診を実施する予定です。

★人間ドックも実施を予定しています
＊30歳以上の市民を対象に、日帰り・1泊2日・脳ドックの3コースを実施する予定をして
おります。
＊市が実施する基本健診・がん検診等との重複受診はできませんのでご注意ください。
＊募集人数には限りがあるため、定員を超えた場合は、昨年度に人間ドック・脳ドックを
受診されなかった人を優先とさせていただきますので、ご了承ください。

詳細（実施時期・実施医療機関・検診料金等）についての説明と申し込みは、翌月以降の広報
に掲載する予定です。
なお、個別健診を希望される人は、集団健診は受診できませんので、ご注意ください。（今回
は、集団健診のみの申し込みとなっております。）

　4月から住民健診が始まります。平成19年度から総合健診の受診ができるようになり、基本
健診・がん検診などの各種健（検）診も含めて、事前に申し込んでいただくことになりました。
　今回は、集団健診の申し込みのみを受け付けますので、受診を希望する人は、必ず申込書の
提出をお願いします。
（◎今回申込書の提出がない場合は、集団健診が受けられなくなりますのでご注意ください）

【総合健診とは】
1回の受診で基本健診※・胃がん検診※・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン
検診を同時に受診できる健診です。
※基本健診と胃がん検診の受診は必須、その他の検診は希望する人のみの受診になります
ただし、日数や受診人数に限りがありますので、希望する場所や日程での受診ができない
場合があります。

15 ●広報うんぜん
平成19年3月



〔 〕40歳、45歳、50歳、55歳、
60歳、65歳、70歳の女性

申込書記入の説明

【問合せ先】
雲仙市役所　健康づくり課　（0957）38-3111
または　福祉事務所 福祉課 市民福祉班、各総合支所　市民生活課　まで

J左記の申込書に受診を希望する人の氏名・生年月日・年齢・性別等を記入の上、希望される
健（検）診の欄に○印を記入してください。

J申し込み用紙の記入欄が足りない場合は、市役所健康づくり課または福祉事務所福祉課市民
福祉班・各総合支所市民生活課の窓口までお越しください。

〈記入例1〉…40歳男性（国保）で総合健診と前立腺がん検診を希望する場合

〈記入例2〉…45歳女性（社保）で基本健診・胸部レントゲン・子宮がん・乳がん・
　　　　　　　骨粗しょう症検診を希望する場合

対象者

健（検）診名

雲仙　太郎

昭和42年4月1日生

4 0歳　男・女

国保・社保・他（　  ）

○○

男・女

40歳以上

総合健診 基本健診 胃がん
検診

腹部
エコー
検査

大腸がん
検診

前立腺がん
検診

子宮がん
検診

乳がん
検診

骨粗しょう症
検診

男 性 ・ 女 性

4 0 歳 以 上

男性のみ

40歳以上

女性のみ

40歳以上20歳以上 節目年齢
胸部レントゲン
結核・肺がん
検診〔 〕

保険の種類を○で囲み、その他の人は
（　）の中に記入してください。

対象者

健（検）診名

雲仙　花子

昭和37年5月1日生

4 5歳　男・女

国保・社保・他（　  ）

○ ○ ○ ○○

男・女

40歳以上

総合健診 基本健診 胃がん
検診

腹部
エコー
検査

大腸がん
検診

前立腺がん
検診

子宮がん
検診

乳がん
検診

骨粗しょう症
検診

男 性 ・ 女 性

4 0 歳 以 上

男性のみ

40歳以上

女性のみ

40歳以上20歳以上 節目年齢
胸部レントゲン
結核・肺がん
検診〔 〕

【注意】
　基本健診と胃がん検診の受診を同日に希望する場合は、総合健診の欄に○印を記入してください。
総合健診の欄に○印を記入した場合、希望する人は、大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レント
ゲン検診も同日に受診することができます。
　ただし、総合健診の日数や受診人数には限りがありますので、希望する場所や日程での受診がで
きない場合があります。

※総合健診以外で基本健診、各種検診の受診を希望する場合、および前立腺がん検診や婦人検診の
受診を希望する場合は、それぞれの欄に○印を記入してください

●広報うんぜん
平成19年3月16



平
成
1
9
年
度

住
民
健
診
（
集
団
健
診
）
申
込
書

下
記
の
通
り
健
診
を
申
し
込
み
ま
す
。

平
成
1
9
年
　
　
月
　
　
日

※
受
診
を
希
望
す
る
人
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
等
を
下
の
枠
内
に
記
入
の
上
、
希
望
さ
れ
る
健（
検
）診
の
欄
に
○
印
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
提
出
期
限

3
月
20
日
（
火
）
ま
で

住
所

自
治
会
名

世
帯
主
名

連
絡
先
（
　
　
　
　
）

　
－
　

雲
仙
市
 

　
　
町
 

番
地

（
ア
パ
ー
ト
名
・
号
）

※
記
入
後
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
切
り
離
し
、
裏
面
の
作
り
方
を
参
考
に
返
信
用
封
筒
を
作
成
し
、
そ
の
ま
ま
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
切
手
不
要
）

　
市
役
所
 健
康
づ
く
り
課
 ま
た
は
福
祉
事
務
所
福
祉
課
市
民
福
祉
班
、
各
総
合
支
所
 市
民
生
活
課
な
ど
の
窓
口
へ
、
直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

男
性
・
女
性

40
歳
以
上

40
歳
以
上

20
歳
以
上

40
歳
以
上

節
目
年
齢

男
性
の
み

女
性
の
み

年
　
　
月
　
　
日
生

歳
　
　
男
  ・
  
女
　

国
保
・
社
保
・
他（
　
　
　
）

年
　
　
月
　
　
日
生

歳
　
　
男
  ・
  
女
　

国
保
・
社
保
・
他（
　
　
　
）

年
　
　
月
　
　
日
生

歳
　
　
男
  ・
  
女
　

国
保
・
社
保
・
他（
　
　
　
）

年
　
　
月
　
　
日
生

歳
　
　
男
  ・
  
女
　

国
保
・
社
保
・
他（
　
　
　
）

年
　
　
月
　
　
日
生

歳
　
　
男
  ・
  
女
　

国
保
・
社
保
・
他（
　
　
　
）

対
象
者

健（
検
）診
名

男
性
・
女
性

40
歳
以
上

総
合
健
診

基
本
健
診

胃
が
ん
検
診

腹
部
エ
コ
ー
検
査
大
腸
が
ん
検
診

胸
部
レ
ント
ゲ
ン

結
核・
肺
が
ん
検
診
前
立
腺
が
ん
検
診
子
宮
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

骨
粗
しょ
う
症
検
診
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裏
に
の
り
を
塗
っ
て
張
り
合
わ
せ
る

裏
に
の
り
を
塗
っ
て
張
り
合
わ
せ
る

（
山
折
り
③
）

（
山
折
り
④
）

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

裏 に の り を 塗 っ て 張 り 合 わ せ る

（ 山 折 り ② ）

（ 山 折 り ① ）

（ 山 折 り ⑤ ）

料
金
受
取
人
払

吾
妻
局
承
認

差
出
有
効
期
限

平
成
19
年
3月

31
日
ま
で

8
5
9

 
1
1
0
7

雲 仙 市 吾 妻 町 牛 口 名 七 一 四

　   （ 受 取 人 ）

　 　 雲 仙 市 役 所

　 　 　 　 健 康 づ く り 課　 行

世
帯
主
住
　
所

雲 仙 市　 　 　  　 　 町

〈
封
筒
の
作
り
方
〉

①
点
線
に
沿
っ
て
は
さ
み
で
切
り
取
る

②
山
折
り
①
～
⑤
の
順
に
折
り
た
た
む

③
の
り
し
ろ
の
裏
面
に
の
り
を
つ
け
、

　
貼
り
合
わ
せ
る

市
役
所
健
康
づ
く
り
課
ま
た
は

福
祉
事
務
所
福
祉
課
市
民
福
祉
班

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
な
ど
の

窓
口
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
す
。

9



SPORTS

　12月24日に行われた日名子（ひなご）杯争奪卓球
大会の小学男子の部において、小浜ジュニア卓球ク
ラブが見事優勝しました。
　同クラブは、３月24日から愛知県で行われる全国
ホープス選抜卓球大会に出場します。平野監督は、
「団体戦では初めての全国大会ですが、リーグ戦突
破を目指してがんばります」と抱負を述べました。

　第１回島原半島地区対抗駅伝競走大会が、１月21日に
小浜町から南島原市加津佐町の間で行われました。
　島原半島の３市の陸上競技協会、体育協会が一体とな
って開催するのは今回が初めてで、地区対抗形式の大会
に、半島内から15チーム（うち１チームはオープン参
加）が出場しました。
　雲仙市内からも５チームが出場し、南串山チームが見
事、初代優勝チームに輝きました。ほかのチームも、
千々石が準優勝、国見が５位、小浜が７位、瑞穂・吾
妻・愛野の合同チームが11位と、各チームとも健闘しま
した。

第１回島原半島地区対抗駅伝競走大会

南串山が初代優勝チームに

日名子杯争奪卓球大会

小浜ジュニア卓球クラブ
初の全国大会へ

　12月23日～24日に行われた日名子（ひなご）杯
争奪卓球大会において、小浜中学校男子卓球部が
見事優勝しました。
　同部は、２月24日から鹿児島県で行われる九州
大会と３月28日から北海道で行われる全国大会に
出場します。
　また、小浜中学校女子卓球部も同大会で準優勝
し、男子卓球部とそろって九州大会に出場します。
小浜中学校男女卓球部の九州大会、全国大会での
活躍を期待します。

日名子杯争奪卓球大会

小浜中学校男子卓球部
全国大会に出場決定

↑写真左奥から平野英樹監督、中村哲也コーチ
　左手前から平野太智くん、中村智也くん、平野晃正くん、荒木隆星くん

←
全
国
大
会
お
よ
び
九
州
大
会
へ

　

の
出
場
を
決
め
た
小
浜
中
学
校

　

男
子
卓
球
部
の
み
な
さ
ん

九州大会出場を
決めた小浜中学
校女子卓球部の
みなさん→

↑準優勝の千々石チーム

↑日ごろの練習の成果を競い合います

↑優勝の南串山チーム

第１回島原半島中学
校対抗卓球大会
（１月20日開催）
学年別団体戦結果

【１年男子】
優　勝　小浜中
準優勝　西有家中Ａ
第３位　千々石中Ａ
　〃　　愛野中

【１年女子】
優　勝　小浜中Ａ
準優勝　小浜中Ｂ
第３位　吾妻中
　〃　　口之津中

【２年男子】
優　勝　加津佐中
準優勝　小浜中
第３位　西有家中Ａ
　〃　　西有家中Ｂ

【２年女子】
優　勝　小浜中
準優勝　加津佐中
第３位　西有家中Ａ
　〃　　口之津中
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市
長　

今
日
の
テ
ー
マ
は
「
小
学
校
新
一
年
生

を
持
つ
親
と
雲
仙
市
を
語
る
」
で
す
が
、
私
は

1
9
6
1
年
に
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
て
、

1
9
8
0
年
に
大
学
を
卒
業
す
る
ま
で
に
不
合

格
、
留
年
、
退
学
、
休
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
経
験

い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
一
つ
の
自
慢
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
子
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
経

験
を
さ
れ
、
ま
た
成
長
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま

す
が
、
今
日
は
そ
の
自
分
の
子
ど
も
に
対
す
る

希
望
、
そ
し
て
ま
た
雲
仙
市
に
対
す
る
希
望
な

ど
も
含
め
て
、
ご
意
見
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局　

お
子
さ
ん
が
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
る

か
お
話
く
だ
さ
い
。

小
原　

毎
日
、
い
じ
め
や
自
殺
、
交
通
事
故
な

ど
悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
心
配
で
す
。
学

校
で
過
ご
し
て
家
に
帰
え
る
ま
で
は
、
子
ど
も

や
預
け
先
の
方
を
信
用
し
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、
子
育
て
支
援
や
学
童
保
育
な

ど
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
見
守
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
で
き
る
の
か
、
私
た
ち
も
考
え
て

提
案
し
て
い
き
た
い
。

他
の
保
育
園
の
子
ど
も
と
一
緒
に
な
っ
て
大

丈
夫
だ
ろ
う
か

福
田　

私
の
息
子
は
早
く
一
年
生
に
な
り
た
い

と
喜
ん
で
い
ま
す
が
、
戸
惑
い
も
あ
る
よ
う
で

す
。
雲
仙
小
は
児
童
数
が
少
な
く
、
新
一
年
生

も
�
人
な
の
で
当
然
一
ク
ラ
ス
で
す
。
ま
た
、

県
営
バ
ス
の
撤
退
で
路
線
バ
ス
が
な
く
な
り
ま

す
。
一
年
生
に
な
る
と
自
由
に
動
け
る
範
囲
が

広
が
る
の
で
い
ろ
い
ろ
心
配
で
す
。

林
田
智　

私
の
子
ど
も
は
一
人
っ
子
な
の
で
、

他
の
幼
稚
園
や
保
育
園
出
身
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
入
っ
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
不
安
で
す
。

野
口　

共
働
き
な
の
で
子
ど
も
と
接
す
る
時
間

が
短
く
、
心
配
で
す
。
親
子
の
会
話
を
極
力
増

や
し
て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

林
田
里　

毎
日
仕
事
や
雑
事
に
追
わ
れ
て
、
子

育
て
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
今
か
ら
入
学
が

楽
し
み
で
す
が
、
一
年
生
に
な
っ
た
ら
い
ろ
ん

な
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
思
う
。
し
っ
か
り
と
し
た

心
構
え
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

三
浦　

私
は
父
親
で
す
の
で
、
出
た
と
こ
勝
負

ぐ
ら
い
し
か
思
っ
て
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

息
子
な
り
に
ど
う
に
か
や
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

思
う
し
、
困
っ
た
と
き
に
相
談
し
て
く
れ
た
ら

ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅　

自
宅
か
ら
小
学
校
ま
で
の
道
の
り
が 

1
·
�
キ
ロ
あ
る
の
に
、
防
犯
灯
が
�
つ
ぐ
ら

い
し
か
な
く
、
小
学
生
だ
け
で
な
く
中
・
高
校

生
の
通
学
路
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
防
犯
や
交
通

安
全
面
で
心
配
で
す
。
ま
た
、
核
家
族
が
増
え
、

ま
た
父
母
と
も
共
働
き
の
た
め
、
子
ど
も
が
帰

宅
し
て
も
誰
も
い
な
い
家
庭
が
増
え
て
い
る
の

で
、
学
童
保
育
の
支
援
を
増
や
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
親
子
と
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
と
思

う
。
小
学
校
で
の
い
じ
め
も
心
配
で
す
が
、
い

じ
め
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、

我
が
子
に
対
し
て
は
、
親
と
し
て
こ
れ
ま
で
経

験
し
て
き
た
こ
と
を
し
っ
か
り
教
え
た
い
。

益
子　

ゆ
と
り
教
育
で
学
校
週
�
日
制
に
な
り
、

子
ど
も
は
土
、
日
曜
日
を
無
駄
に
過
ご
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
、
工
夫
で
き
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
今
の
学
校
は
子
ど
も
た
ち

か
ら
危
険
な
物
を
遠
ざ
け
よ
う
と
し
過
ぎ
て
、

ガ
ー
ド
付
き
彫
刻
刀
を
使
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
ど
ん
な
切
り
方
を
し
て
も
手
を
切
ら
な
い

よ
う
に
ガ
ー
ド
が
付
い
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
が
、

こ
れ
ま
で
の
彫
刻
刀
は
危
な
い
か
ら
使
わ
せ
な

い
で
は
な
く
、
安
全
な
扱
い
方
を
身
に
付
け
さ

せ
る
よ
う
な
教
育
こ
そ
が
大
切
で
は
な
い
か
と

　

全
国
的
に
少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

雲
仙
市
で
も
同
様
で
す
。
市
内
の
小
学
校

児
童
数
は
平
成
18
年
5
月
の
時
点
で

3
1
1
9
人
で
す
。
し
か
し
、
平
成
19
年

4
月
は
3
0
0
0
人
を
割
り
込
み
、
そ
の

後
も
毎
年
約
1
5
0
人
ず
つ
減
り
続
け
、
5

年
後
の
平
成
24
年
に
は
2
4
0
0
人
台
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
弊
害
は
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

で
起
き
て
い
て
、
学
校
の
統
廃
合
問
題
も

そ
の
一
つ
で
、
既
に
教
育
関
係
機
関
で
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
を
持
つ
親
も
減

少
し
、
近
所
に
相
談
相
手
が
い
な
い
な
ど

子
育
て
情
報
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
学
校
1
年
生
に
初
め
て
子

ど
も
を
入
学
さ
せ
る
父
母
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
市
長
と
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

市
長
が
動
く
。

　

ま
ち
が
変
わ
る
。

　
　

み
ん
な
で
変
え
る
。

「小学校新一年生を持つ親と
雲仙市を語る」

第11回移動市長室意見交換会

▲小原千鶴さん

▲林田里恵さん ▲野口和香子さん ▲林田智子さん

▲三浦代史忠さん
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第11回移動市長室意見交換会「小学校新一年生を持つ親と雲仙市を語る」第11回移動市長室意見交換会「小学校新一年生を持つ親と雲仙市を語る」

思
う
。

金
子
助
役　

確
か
に
小
学
校
に
入
学
す
る
と
き

の
不
安
は
、
先
ほ
ど
三
浦
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ

う
に
、
父
親
と
い
う
の
は
出
た
と
こ
勝
負
と
い

う
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
行
政
と
し
て
、

ど
れ
だ
け
皆
様
の
不
安
を
取
り
除
け
る
の
か
、

ど
れ
だ
け
の
手
助
け
が
出
来
る
の
か
、
皆
様
方

と
ど
れ
だ
け
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
け
る
の

か
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

吉
田
助
役　

私
も
我
が
子
が
小
学
校
に
入
学
す

る
と
き
は
、
学
校
側
が
、
私
が
思
っ
て
い
る
よ

う
な
子
ど
も
に
育
て
て
く
れ
る
の
か
、
先
生
方

が
も
し
私
と
違
う
考
え
だ
っ
た
ら
困
る
と
い
う

不
安
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
環
境
に
置
か
れ
て
も
対
応
で
き
る

子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い

市
長　

こ
れ
か
ら
先
、
子
ど
も
た
ち
に
望
む
こ

と
は
、
ど
ん
な
環
境
に
置
か
れ
て
も
対
応
で
き

る
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
ど
も
は
皆
さ
ん
が
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
弱
く
は

な
い
と
思
う
し
、
い
ろ
い
ろ
吸
収
し
て
生
き
る

術
を
身
に
付
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

事
務
局　

ゆ
と
り
教
育
や
自
分
た
ち
が
学
生
・

子
ど
も
の
頃
に
は
な
か
っ
た
部
分
、
ガ
ー
ド
さ

れ
過
ぎ
て
い
る
な
ど
の
示
唆
な
ど
に
対
し
て
意

見
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
浦　

ガ
ー
ド
付
き
教
材
の
こ
と
で
す
が
、
私

は
反
対
で
す
。
切
れ
る
物
が
指
に
触
れ
て
も
切

れ
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
い
か
に
自
分

の
手
や
他
人
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
扱
う
か
が

教
育
で
あ
っ
て
、
成
長
の
過
程
で
、
そ
う
い
う

の
を
身
に
付
け
る
と
い
う
の
は
大
事
だ
と
思
う
。

福
田　

物
の
使
い
方
と
い
う
の
は
使
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
し
、
怪
我
を
し
な
が
ら
覚
え

て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
守
ら
れ
て
ば
か
り
で
は

人
間
の
巾
は
広
が
っ
て
い
か
な
い
。

永
野　

今
の
子
ど
も
た
ち
の
10
年
後
�0
年
後
が

心
配
で
す
。

平
岩　

今
の
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
ゲ
ー
ム

感
覚
で
、
人
を
殺
し
て
も
ま
た
生
き
返
る
と
い

う
考
え
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
よ
う
で

す
。
私
た
ち
の
時
代
は
、
け
ん
か
し
て
も
す
ぐ

仲
良
く
な
っ
た
。

菅　

い
じ
め
の
原
因
を
学
校
側
や
先
生
方
に
全

部
被
せ
る
の
で
は
な
く
、
い
じ
め
ら
れ
る
原
因

が
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
な
の
で
、
子
ど
も
と
一

緒
に
探
す
。
ま
ず
家
庭
で
出
来
る
こ
と
、
子
ど

も
の
立
場
に
な
っ
て
自
分
た
ち
が
経
験
し
た
こ

と
を
子
ど
も
の
こ
と
ば
で
教
え
て
や
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
。
不
安
は
あ
る
が
親
子
一
緒
に

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

林
田
智　

い
じ
め
ら
れ
て
も
親
に
心
配
か
け
た

く
な
い
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
悟
ら
れ
た
く
な

い
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
見

抜
い
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
い
じ
め
ら
れ
る
方

で
は
な
く
、
い
じ
め
る
方
だ
っ
た
ら
厳
し
く
怒

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
自
分
の
痛
み
と

し
て
分
か
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
。
正
義
感
で
立
ち
向
か
っ
て
、
反
対
に
い

じ
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
ど
ん
な
環

境
で
も
打
た
れ
強
い
子
に
な
っ
て
欲
し
い
。

市
長　

自
殺
し
た
子
ど
も
た
ち
の
殆
ん
ど
が
、

自
分
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
親
に
知
ら

れ
た
く
な
い
、
親
が
知
っ
た
ら
悲
し
む
か
ら
親

に
言
わ
な
い
と
聞
き
ま
す
が
、
一
生
懸
命
に
自

分
だ
け
で
悩
ん
で
、
親
に
一
番
悲
し
み
を
与
え

る
結
果
を
選
ん
で
い
ま
す
。
昔
の
い
じ
め
に
は

原
因
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
連
鎖
で
全
く
ル
ー

ル
も
な
く
、
い
じ
め
を
持
ち
回
り
で
や
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
聞
き
ま
す
の
で
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
先
生
方
が
協
力
し
な
が

ら
、
そ
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
教
育
制
度
の
中
で
は
、

先
生
方
は
口
頭
で
し
か
指
導
で
き
な
い
の
で
、

体
罰
な
ど
に
つ
い
て
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

北
村　

愛
が
あ
れ
ば
い
い
。
大
事
な
の
は
そ
の

後
で
、
体
罰
を
し
た
ま
ま
で
は
な
く
て
、
体
罰

以
上
に
可
愛
が
っ
て
あ
げ
た
ら
体
罰
に
は
な
ら

な
い
。

山
﨑　

子
ど
も
に
接
す
る
と
き
、
私
は
口
で
言

う
前
に
す
ぐ
手
が
出
る
が
、
そ
の
後
「
ご
め
ん

ね
」
と
言
う
と
、
子
ど
も
は
叩
か
れ
た
意
味
が

分
か
っ
て
い
る
。
い
じ
め
に
関
し
て
は
、
私
も

火
傷
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
い
じ
め
ら
れ
た
が
、

逆
に
言
い
返
し
て
強
く
な
っ
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

意見交換会参加者（敬称略）

永野　幸子（国見町）
益子　知子（国見町）
菅　　　保（瑞穂町）
北村　　保（吾妻町）
三浦代史忠（吾妻町）
林田　里恵（愛野町）
野口和香子（千々石町）
平岩美紀子（千々石町）
林田　智子（千々石町）
福田　真紀（小浜町）
小原　千鶴（小浜町）
山﨑　清美（南串山町）

▲北村保さん

▲菅保さん

▲永野幸子さん ▲福田真紀さん

▲吉田助役 ▲金子助役 ▲益子知子さん

21 ●広報うんぜん
平成19年3月



事
務
局　

子
育
て
に
つ
い
て
近
く
に
相
談
で
き

る
人
、
ま
た
子
育
て
の
情
報
が
不
足
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

福
田　

雲
仙
地
域
は
子
ど
も
の
数
が
少
な
い
だ

け
に
お
母
さ
ん
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
変

強
く
、
情
報
自
体
は
求
め
れ
ば
入
っ
て
く
る
の

で
、
孤
立
し
た
感
じ
は
全
く
な
く
、
安
心
し
て

い
る
。

平
岩　

少
子
化
で
仕
方
が
な
い
が
、
新
入
学
児

童
は
千
々
石
だ
け
で
��
人
し
か
い
な
い
の
で
、

第
一
小
学
校
と
第
二
小
学
校
を
一
緒
に
で
き
な

い
の
か
と
思
う
。

市
長　

私
は
小
中
学
校
の
義
務
教
育
�
年
間
全

く
生
徒
の
入
れ
替
わ
り
が
な
く
、
高
校
で
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
自
分
の
環
境
を

考
え
る
と
小
中
学
校
の
間
に
他
の
地
域
の
人
た

ち
と
交
流
を
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
学

校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
で
す
。

我
々
の
環
境
と
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
子

ど
も
た
ち
の
価
値
観
は
も
っ
と
変
わ
る
か
も
し

れ
な
い
で
す
。

山
﨑　

小
学
校
に
入
学
し
た
ら
学
童
保
育
と
い

う
支
援
セ
ン
タ
ー
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
も
一
緒
に
行
く

よ
う
に
話
を
し
て
い
る
み
た
い
で
す
。

林
田
里　

い
じ
め
に
関
し
て
は
、
我
が
子
が
被

害
者
や
加
害
者
に
な
っ
た
ら
と
心
配
で
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
そ
う
い
う
境
遇
に
直
面
し
た

と
き
、
我
が
子
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
話
を
し

て
あ
げ
れ
ば
い
い
の
か
、
親
と
し
て
持
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
、
親
、
学
校
の
信
頼
関
係
が
大
切

益
子　

多
動
や
不
登
校
と
か
シ
グ
ナ
ル
を
出
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も

あ
り
空
回
り
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
。
も
し
我

が
子
が
い
じ
め
ら
れ
、
不
登
校
に
な
っ
た
と
き

に
拠
り
所
と
し
て
居
場
所
が
あ
る
の
か
伺
い
た

い
。
ま
た
、
特
殊
学
級
が
削
減
さ
れ
て
い
る
と

い
う
話
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。

教
育
委
員
会　

今
、
ご
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
計
的
に
は
�0
人
学
級
で

約
�
．
�
％
、
�0
人
の
中
に
�
人
〜
�
人
ぐ
ら

い
軽
度
発
達
障
害
の
子
ど
も
が
存
在
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
そ
う
い
う
子
ど
も

た
ち
が
各
小
学
校
の
通
常
学
級
に
い
ま
す
の
で
、

小
学
校
で
は
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、
中
学
校

で
は
心
の
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
の
を
配
置

し
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
か
ら
法
の
改
正
が
行

わ
れ
て
特
殊
学
級
と
い
う
表
現
は
な
く
な
り
、

特
別
支
援
教
育
と
い
う
表
現
を
し
て
、
通
常
の

学
級
に
あ
っ
て
も
障
害
の
あ
る
子
ど
も
さ
ん
が

そ
の
学
級
で
普
通
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
授

業
が
出
来
る
よ
う
な
環
境
を
創
っ
て
い
く
と
い

う
方
向
に
、
国
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

三
浦　

自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の
子
ど
も
の
通
学

路
を
歩
い
て
み
た
が
、
危
険
箇
所
と
思
わ
れ
る

場
所
が
�
〜
�
箇
所
あ
っ
た
。
例
え
ば
横
断
歩

道
の
標
示
は
あ
る
が
信
号
機
が
な
い
。
通
勤

ラ
ッ
シ
ュ
の
車
が
止
ま
る
こ
と
な
く
走
っ
て
い

る
が
、
横
断
歩
道
前
を
子
ど
も
た
ち
が
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
し
て
い
る
。
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
か

心
配
で
す
。

教
育
委
員
会　

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が
学
校

の
先
生
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

信
頼
関
係
を
築
い
て
、
共
に
子
ど
も
を
育
て
た

い
と
い
う
大
変
す
ば
ら
し
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
に
対
し
て
は
い
つ
で

も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
健
や
か
な
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う

思
い
で
す
。

市
長　

子
ど
も
た
ち
も
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中

で
一
生
懸
命
、
生
き
る
理
由
を
見
つ
け
、
生
き

る
術
も
身
に
付
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の
が
親
で
あ
り
、
ま
た

学
校
や
先
生
方
も
困
っ
た
と
き
に
は
各
自
で
抱

え
込
む
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
そ
の
悩
み
や

い
ろ
ん
な
情
報
を
共
有
し
合
い
、
相
談
す
る
こ

と
で
い
ろ
ん
な
問
題
の
解
決
策
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夢
を
持
っ
て
小
学
校
に

入
学
す
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
決
し
て
目
を
逸
ら

さ
な
い
で
、
一
緒
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第11回移動市長室意見交換会「小学校新一年生を持つ親と雲仙市を語る」第11回移動市長室意見交換会「小学校新一年生を持つ親と雲仙市を語る」

移動市長室参加希望者の募集
○移動市長室とは・・・
　市民参加による協働のまちづくりを進めていくため
に、市長が皆さんの声を広く聞き、魅力ある雲仙市の
市政運営の参考とするものです。
１．より多くの市民の皆さまとお話をするために
　市で設定したテーマ別に、参加者を全市的に公募し
ます。5人以下の団体または個人で企画課へ直接お申
し込みいただき、15人～20人程度で構成します。
２．より多くの場所で市民皆さまの声を聞くために
　テーマに沿って参加しやすい場所を設定し、公募し
た皆さまとじっくり意見交換を行います。
○各回ごとのテーマ
第13回「雲仙市のグリーンツーリズム、ブルーツー

リズムを考える」（3月16日予定）
○申込方法
　1カ月前までに申込書に必要事項（団体名、代表者名、
連絡先、参加者氏名など）を記入し、直接、郵送、ファッ
クスまたは電子メールで企画課へお申し込みください。

※申込の状況によっては、参加できない場合もあり
ますので、ご了承ください。

■問い合わせ
企画課　地域振興班　☎０９５７（３８）３１１１
ファックス ０９５７（３８）３５１４
電子メール kikaku@city.unzen.nagasaki.jp

▲平岩美紀子さん

▲山﨑清美さん

▲奥村市長

●広報うんぜん
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消火器・住宅用火災警報器などの

悪質訪問販売にご注意を!!悪質訪問販売にご注意を!!
　最近、一般家庭や事業所での消火器・住宅用火災
警報器などの悪質な訪問販売が多発しています。手
口は、いつもの点検業者を装って一般の事業所を訪
問し、すぐに押印を求めて消火器等の点検を始め、
多額の請求を行うというものです。点検の途中で中
止を求めても、押印している（契約している）こと
をたてに現金での支払いを迫ります。
　また、特に昨年６月から設置が義務化された住宅
用火災警報器については、消防職員や市職員を装っ
て一般家庭を訪問し、「義務だから」「設置しないと
罰金」などと脅して購入を迫る業者もいます。
　以下のことに注意し、被害にあわないように注意
しましょう。また、分からないことがあったらすぐに、
下記問い合わせ先に相談してください。

被害にあわないための４つの注意点
①消火器等の点検を依頼するときは、いつもの契約業者かどうかを確認しましょう
②消防職員や市職員が住宅用火災警報器等を訪問販売することはありません
③住宅用火災警報器の未設置については、罰則の適用はありません
④消火器は、その大きさにもよりますが、概ね１万円前後、
　住宅用火災警報器は、その機能にもよりますが、概ね７千円前後です

■問い合わせ
〒854-0514　雲仙市小浜町北本町114-25 小浜消防署予防設備課 ☎0957-74-3231
〒859-1306　雲仙市国見町神代乙111-1 島原消防署北分署 ☎0957-78-2870

犯罪のない安全・安心まちづくり犯罪のない安全・安心まちづくり
ホームページ開設

長崎県

　長崎県では、安全・安心まちづくりの取組状況や犯罪情報などを県民の皆さまに提供するため、
ホームページを開設しました。
　このホームページは、①条例・計画・指針、②推進体制、③県の取り組み、④市町の取り組み、⑤
地域の取り組み、⑥事業者の取り組み、⑦指導員・リーダーの取り組み、⑧子どもの安全対策、⑨犯
罪情報から構成されています。
　その他、子ども向けに、防犯に関してクイズに答えながら、わかりやすく学んでいく「キッズ
ページ」を設けています。

〈ホームページアドレス〉　http://www.pref.nagasaki.jp/safety/
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　「ふるさと長崎の旅」推進キャンペーンの一環として行われている小浜温
泉あったか冬まつり。その中のイベントの一つとして、1月21日に小浜マ
リンパーク横の茜広場で、雲仙こぶ高菜やエタリの塩辛などの試食会が行
われました。
　会場では、島原半島の冬の食材をふんだんに使った百人鍋も振る舞われ、
訪れた人たちの心と身体を温めました。

食べてみんね、おいしかよ。
小浜温泉あったか冬まつり

　「ぼくの演奏を聴いて、上手だったら、拍手をくだ
さ〜い」、1月28日に千々石町公民館で「がんばる掛
屋剛志君拍手会」が開かれました。このコンサートは、
昨年「長崎県地域文化章」を受賞した千々石こだわり
倶楽部が、受賞記念として行いました。
　14歳になる掛屋剛志くんは、知的・視覚障害を持
ちながら、3歳の頃に音楽と出会い、ご両親や周りの
人たちの支えもあり、自らの音楽的才能を開花させま
した。作曲も手がけ、作品の数は100を超えるそう
です。この日も、千々石中学校ブラスバンド部との共
演など、10曲を披露。剛志くんの素晴らしい演奏と
澄んだ歌声は、満員の会場を魅了し、大きな拍手がい
つまでも鳴り響いていました。
　また、この日会場で集められた参加費は、障害者福
祉に役立ててもらうため、全額、市に寄贈されました。

拍手はぼくのビタミン剤
こだわりコンサート
がんばる掛屋剛志君拍手会

↑観光客など、多くの人が冬の味覚を楽しみました

↑まるで天使のような歌声♪

↑市長にお願い手帳などを手渡す菅所長

↑当日集められた参加費（75,400 円）を市田
市民福祉部長に手渡す千々石こだわり倶楽部
の町田代表

↓満員となった会場は、剛志くん独特の透明な音楽空間に包まれました

　株式会社NTT西日本−九州島原営業所の菅所長が、2月5日に
市役所を訪れ、「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」各120
冊を寄贈しました。これらは、耳や言葉が不自由な人が、110
番連絡など、代わりに電話をかけてもらいたいときなどに利用す
るもので、本庁や支所の窓口などに設置させていただきます。

耳や言葉が不自由な人のために
電話お願い手帳・ふれあい速達便を寄贈

●広報うんぜん
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↑1月23日に100歳を迎えられた井手上さん

↑特選の賞状に喜ぶ田中将樹くん↑劇「なかよし村の一ねんかん」の一場面

　平成18年度島原半島地区青年農業者連絡協議会実
績発表大会が1月30日、雲仙市で開かれました。
　同大会では、島原半島地区の青年農業者が一堂に
会し、半島全域から14団体が農業経営や地域農業の
改善などについて研究成果を発表。その中で、「愛野
町エコプロジェクト　パートⅥ」と題し、環境にや
さしいばれいしょ栽培などについて発表した、雲仙
市愛野町の永野大輔さんが見事、最優秀賞を受賞し
ました。このほか、雲仙市から、国見町の山本直和さ
んが優秀賞に選ばれました。

メンバー全員で取り組んだ成果
平成18年度島原半島地区
青年農業者連絡協議会実績発表大会

　1月20日に100歳を迎えられた林田シズコさん
（千々石町）と同月23日に迎えられた井手上セキさ
ん（小浜町）に、市からのお祝いが手渡されました。
　林田さんは、天気が良い日には、ご自宅の庭の草
むしりをなさるとか。また、井手上さんは、金子助
役からのお祝いの言葉をとてもうれしそうに聞いて
いらっしゃいました。
　お2人とも、これからも健康的に長生きして、幸
せに過ごしてください。

100回目のハッピーバースディ♪
市内2人に100歳のお祝い

　雲仙市・南島原市特別支援教育研究会が主催する
学習発表会が、2月1日に千々石町公民館で開かれ
ました。
　大ホールで行われた舞台発表では、詩の暗唱、劇、
ダンス、紙芝居、合奏やミニオペレッタなど、いろ
いろな発表がなされました。それぞれに一生懸命練
習してきた成果が十分に発揮され、発表が終わるた
びに大きな拍手が鳴り響いていました。
　また、2階ロビーには、絵画や習字、工作などの
素晴らしい作品が並んでいました。

練習の成果を見てください
平成18年度　学習発表会

　平成18年度で66回目となる全国教育美術展が開
かれ、雲仙市から小浜幼稚園の田中将樹くんの作品

（「どっちがつよいかな」）が特選に入賞しました。
　この展覧会は、財団法人教育美術振興会が毎年主
催しているもので、今年は、全国から2832校（幼
稚園、保育所を含む）、12万6722点もの応募があ
りました。このうち、特選に選ばれたのは、全国で
2350点、長崎県内では、32点です。市内からは、
唯一田中くんの作品が特選に選ばれました。

ぼくの絵がえらばれたよ
第66回全国教育美術展　特選

↑写真右から3番目が永野さん、右から2番目が山本さん
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↓冷たい川に身を沈める参加者たち

　スーパー和太鼓林田ひろゆきと「ZI−PANG」の世界の公演が、
1月28日に国見町文化会館において行われました。
　本県出身の桶太鼓の第一人者である林田ひろゆき氏とZI−
PANGの圧倒的なテクニックと瑞宝太鼓の力強い演奏があり、開
演と同時に迫力ある演奏やパフォーマンスが繰り広げられました。
また、ZI−PANGと瑞宝太鼓のジョイントもあり、訪れた満員の
観客は、感動し、盛んな拍手を送っていました。

ZI−PANGと瑞宝太鼓の共演
林田ひろゆきと「ZI−PANG」の世界

　二十四節季のひとつで、一年で最も寒さが厳しいとされる「大
寒」の1月20日、千々石川で恒例となった寒中禊（みそぎ）
が行われました。橘神社禊会が毎年行っているこの禊も10回
目を迎え、今年も県内外から男女22人が参加しました。
　まだ夜明け前の午前6時すぎ、参加者は一斉に身も凍るほ
どの冷たい川へ。全員が川の中へ入ってから約5分間、冷水
にさらされながら身を清め、今年一年の無病息災や家内安全
などを祈願しました。

精神統一して、冷水で身を清める
橘神社　寒中禊（みそぎ）

↓迫力あるリズムに、会場全体が揺れているようでした

↓委嘱状を交付された委員のみなさん

　雲仙地区の地域交通安全活動推進委員への委嘱状交付
式が1月26日、雲仙警察署で行われました。同委員は、
雲仙市全域での各種交通安全運動に出席したり、啓発活
動に取り組みます。委員は次のとおりです。
　門弘仁さん（会長）、山本圀弘さん（副会長）、森定征
さん、佐々木隆さん、本田一治さん、伊藤政昭さん、町
田慶一郎さん、永野定信さん

交通安全を地域から進めましょう
地域交通安全活動推進委員に委嘱状

　1月17日から21日まで、国見町文化会館「まほろば」において、
第2回県美術展覧会委嘱展移動展が開かれました。
　県内在住のトップアーティスト（5部門、100余人）による、個
性豊かな作品が展示され、期間中多くの人が訪れました。来場され
た人たちは、すばらしい作品の数々に熱心に見入っていました。

トップアーティストたちの競演
第2回長崎県美術展覧会委嘱展移動展

↓数多くのすばらしい作品が展示されました

●広報うんぜん
平成19年3月26



　財団法人伊藤忠記念財団の子ども文庫助成先に、市内から『子
どもの本購入費助成』に「愛のおはなしの部屋（愛野町）」と「おは
なしのへやぐりとぐら（国見町）」、『子どもの本100冊助成』に

「おはなしのろうそく（小浜町）」の3団体が選ばれました。
　「おはなしのろうそく」では、毎月第3土曜日におばまコミュ
ニティスペース「もくもく」でおはなし会を開いており、今回送
られてきた100冊の児童書も「もくもく」に置いてあります。

（貸出はしていません）
◆「おはなしのろうそく」代表　伊藤淑子　☎0957-74-5821

みんなで大切に読みます
平成18年度伊藤忠記念財団「子ども文庫助成」に市内3団体

↓みんなで食べるとやっぱりおいしいね

まちのわだい

　あづま創志会主催による綱引き
大会「TUG OF WAR in うんぜ
ん」が2月11日に吾妻体育館で
行われました。市内外から47
チームが参加し、熱戦が繰り広げ
られました。各部門の優勝は次の
とおりです。
一般の部：町田工業B（諫早市）、
混合の部：フードパッカー A（諫
早市）、小学生の部：大塚肉まん
じゅーず（雲仙市）

勝利の女神はどちらに
TUG OF WAR in うんぜん

　2月9日から12日にかけて、愛
野町農業者トレーニングセンター
において、雲仙市として初めての
美術展覧会が開かれました。
　7部門（日本画、洋画、彫刻、
工芸、書、写真、デザイン）から
約150点の作品が展示されまし
た。作品は、いずれも力作ぞろい
で、訪れた人たちは、すばらしい
作品に感心しながら見入っていま
した。

市民の力作がズラリ
第1回雲仙市美術展覧会

　 劇 団 四 季 に よ る フ ァ ミ リ ー
ミュージカル「王子とこじき」の
公演が2月10日、ハマユリック
スホールで行われました。
　会場には、家族連れの姿が多く
見られ、客席は満席となっていま
した。
　クライマックスでは、舞台と客
席が一体となった「真実の歌」が
響き渡り、多くの拍手が送られて
いました。

子どもから大人まで
劇団四季ファミリーミュージカル

「王子とこじき」

↑力のこもった戦いが続きます ↑ 800 人を越える人たちが鑑賞に訪れました ↑本物の迫力に圧倒されました

　全国学校給食週間（1月24日〜 30日）に伴っ
て、1月29日に国見学校給食センター管内の
小中学校6校で招待給食会が行われました。
　以前から招待給食会を行っている神代小学
校では、市長や食材の生産者、地域のために活
動している住民など20人を越える人が招待さ
れました。地元の食材を使った給食を食べなが
ら、子どもたちとの会話も盛り上がり、いつも
以上に楽しい給食の時間となりました。

おしゃべりも立派な調味料!?
全国学校給食週間　招待給食会

↑送られてきた本に大喜びの子どもたち　

27 ●広報うんぜん
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人口
男
女
世帯数

51,008人
24,219人
26,789人
16,397世帯

1月末現在（住民基本台帳）

は
り
等
施
術
受
給
者
証
交
付

　

市
で
は
、
平
成
1�
年
度
の
「
は

り
等
施
術
受
給
者
証
」
を
次
の
と

お
り
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

市
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て
い

る
人

助
成
額

施
術
1
回
に
つ
き
8
0
0
円

※
回
数
制
限
あ
り
（
��
回
ま
で
）

申
請
方
法

　

印
鑑
を
持
参
し
、
住
所
地
の
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
愛
野
町

は
福
祉
事
務
所
福
祉
課
市
民
福
祉

班
・
吾
妻
町
は
市
役
所
福
祉
課
）

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
助
成
を
受
け
る
際
は
、
交
付
さ

れ
た
受
給
者
証
と
印
鑑
が
必
要

で
す
。

手
続
き
の
期
間

�
月
�
日
（
月
）
か
ら

問
い
合
わ
せ

○
福
祉
事
務
所　

福
祉
課
市
民
福

祉
班

○
市
役
所　

福
祉
課

○
各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

相
談
窓
口
開
設

　

次
の
と
お
り
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

◆
児
童
・
生
徒
お
よ
び
保
護
者
の

教
育
相
談
窓
口

　

い
じ
め
の
問
題
、
不
登
校
、
そ

の
他
の
相
談

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
1
1
3

◆
児
童
虐
待
等
に
関
す
る
通
報
・

相
談
窓
口

虐
待
、
養
護
な
ど
の
通
報
・
相
談

市
民
福
祉
部　

福
祉
課

☎
0
9
5
7
（
��
）
2
5
0
0

　

ど
ち
ら
も
来
所
さ
れ
て
か
ら
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
教
育
相
談
窓
口

��
時
間
電
話
相
談

県
教
育
委
員
会
「
い
じ
め
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」（
全
国
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
）

☎
0
5
7
0
―
0
7
8
3
1
0

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

平
成
1�
年
度
の
各
種
国
家
公
務

員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

●
Ⅰ
種
試
験

受
験
資
格

①
昭
和
��
年
�
月
�
日
〜
�1
年
�

月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
�1
年
�
月
�
日
以
降
生
ま

れ
で
、
平
成
�0
年
�
月
ま
で
に

大
学
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
の

人
お
よ
び
人
事
院
が
同
等
と
認

め
る
人

受
付
期
間　

�
月
�
日
〜
�
日

第
1
次
試
験
日　

�
月
��
日（
日
）

●
Ⅱ
種
試
験

受
験
資
格

①
昭
和
��
年
�
月
�
日
〜
�1
年
�

月
1
日
生
ま
れ
の
人

あなたの献血が、患者さんの生命を助けます。
あなたも愛の献血に、ぜひご協力ください。

〈国見町〉 国見町文化会館
　3月9日（金） 9時～13時・14時～16時

〈愛野町〉 愛野保健福祉センター
　3月16日（金） 9時～13時・14時～16時

〈千々石町〉 千々石総合支所
　3月26日（月） 9時～13時・14時～16時

〈南串山町〉 南串山総合支所
　3月28日（水） 9時～13時・14時～16時

愛Qの献血

 問い合わせ
・長崎県赤十字血液センター  1095（843）3331
・市役所健康づくり課  健康づくり班

※場所等が変更になる場合があります。

●広報うんぜん
平成19年3月28



●税の納め忘れはありませんか？

まだ済んでいない人は、早急に申告をお願いします

◎市・県民税（国民健康保険税）・所得税の
　確定申告はお済みですか？

4月からは新たに19年度の課税が始まります
過年度の税で納め忘れがある人は、早急に納付をお願いします

②
昭
和
�1
年
�
月
�
日
以
降
生
ま

れ
で
、
平
成
�0
年
�
月
ま
で
に

大
学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業

（
見
込
み
含
む
）
の
人
お
よ
び

人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
人

受
付
期
間　

�
月
1�
日
〜
��
日

第
1
次
試
験
日　

�
月
1�
日（
日
）

●
国
税
専
門
官
採
用
試
験

●
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

受
験
資
格

①
昭
和
��
年
�
月
�
日
〜
�1
年
�

月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
�1
年
�
月
�
日
以
降
生
ま

れ
で
、
平
成
�0
年
�
月
ま
で
に

大
学
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
の

人
お
よ
び
人
事
院
が
同
等
と
認

め
る
人

受
付
期
間　

�
月
�
日
〜
1�
日

第
1
次
試
験
日　

�
月
10
日（
日
）

●
法
務
教
官
採
用
試
験

受
験
資
格

①
昭
和
��
年
�
月
�
日
〜
�1
年
�

月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
�1
年
�
月
�
日
以
降
生
ま

れ
で
、
平
成
�0
年
�
月
ま
で
に

大
学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業

（
見
込
み
含
む
）
の
人
お
よ
び

人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
人

受
付
期
間　

�
月
�
日
〜
1�
日

第
1
次
試
験
日　

�
月
10
日（
日
）

　

受
験
案
内
な
ど
の
請
求
は
、
返

信
用
封
筒
（
角
形
�
号
に
1
4
0

円
分
（
国
税
専
門
官
に
つ
い
て
は

1
2
0
円
分
）の
切
手
を
貼
付
し
、

宛
先
を
明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒

に
、
請
求
す
る
試
験
名
を
朱
書
き

し
、
人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課

試
験
係
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

〒
8
1
2
―
0
0
1
3　

福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
�
―
11
―
1

☎
0
9
2
（
4
3
1
）
7
7
3
3

バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
公
売

　

南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
で
は

�
年
使
用
し
た
バ
キ
ュ
ー
ム
車
の

公
売
を
し
ま
す
。
畜
産
関
係
の
尿

運
搬
用
と
し
て
充
分
使
え
ま
す
の

で
希
望
す
る
人
は
当
日
組
合
ま
で

ご
来
場
下
さ
い
。

公
売
物
件　

バ
キ
ュ
ー
ム
車
3
t

　
　
　
　
　
（
容
量
2
7
0
0
ℓ
）

公
売
日　

�
月
1�
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
�
時

公
売
場
所　

南
高
北
部
環
境
衛
生

組
合
（
硝
化
セ
ン
タ
ー
）

（
国
見
町
神
代
己
10
番
地
）

問
い
合
わ
せ

南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
（
硝
化

セ
ン
タ
ー
）

☎
0
9
5
7
（
��
）
2
8
1
7

　吾妻体育館では、市民の健康増進や生活習慣
病予防を目的に、年間を通して「シェイプアッ
プスクール」を開催します。
　このスクールは平成 18 年 4 月から開催され、
20 歳代～70 歳代までの女性の皆さんが、平成
19年 1月末現在で延べ1，425人参加しています。
　「スポーツが苦手」「体を動かす事があまり得
意ではない」人でも気軽に参加できるメニュー
です。気軽にご参加ください。

日　時 4 月 3 日～　毎週火曜日
 午前 10 時～正午まで（2時間）
場　所 吾妻体育館
参加料 1 回 100 円（トレーニング室使用料）
持参する物
体育館シューズ・タオル・バスタオル 2枚・
飲み物（水分）
メニュー
４・５月　初めてのシェイプアップ
６・７月　T・Bシェイプアップ
８・９月　ピラティスシェイプアップ
10・11月　足ツボシェイプアップ
12・１月　サーキットでシェイプアップ
２・３月　シェイプ・シェイプ・シェイプ

問い合わせ
吾妻体育館　10957（38）3100

シェイプアップスクール開校シェイプアップスクール開校

　近年、産地偽装表示、高病原性鳥インフルエン
ザ、無登録農薬の使用問題などが発生し、食品
の安全性に対する関心が高まっています。そこで、
県では、県民が安心できる食環境を推進するため、
食品の安全・安心確保施策の一つとして「食品ウォッ
チャー制度」を設立し、食品の表示の適正化を図っ
ています。この制度を推進するためのモニターを募
集します。
活動内容　①食品表示状況のモニター（意見の定期報告）
　　　　　②研修会への参加
募集期間　3月5日（月）～20日（火）（当日消印有効）
委嘱期間　委嘱日～平成20年3月31日
応募資格　県内に在住している満18歳以上の人
応募方法　応募申込書に記入のうえ、長崎県食品
安全推進室へ提出してください。（応募申込書は県
ホームページからダウンロードするか、直接、長崎県
食品安全推進室に問い合わせて請求してください）
問い合わせ・申込書設置箇所　長崎県食品安全推進室
☎ 095（895）2366　ファックス 095（824）4780
ホームページ　http://www.pref.nagsaki.jp/shokuhin/index.php

平成19年度
「長崎県食品ウォッチャー」募集

平成19年度
「長崎県食品ウォッチャー」募集

平成19年度
「長崎県食品ウォッチャー」募集
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月
火
水
木
金
土・日

リウマチ性多発筋痛症

肩関節脱臼

子どものしつけと虐待

治りにくいじんましん

要介護者の口腔ケアについて

尿が近い－過活動膀胱－ ☆午前９時～翌朝９時までの24時間、
　同じ内容のテープが流れます。

長崎県保険医協会

県
立
農
業
大
学
校
学
生
募
集

　

農
業
を
す
る
人
、
し
た
い
人
、

関
連
団
体
・
企
業
へ
就
職
し
た
い

人
の
一
般
入
学
�
次
募
集
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　

�
月
��
日
（
木
）

　
　
　

午
前
�
時
�0
分
〜

場
所　

農
業
大
学
校
（
諫
早
市
小

船
越
町
3
1
7
1
）

試
験
科
目　

小
論
文
・
数
学
（
数

Ⅰ
程
度
）・
個
人
面
接

募
集
学
科　

野
菜
・
花
き
・
果

樹
・
畜
産

応
募
資
格　

高
校
を
卒
業
し
た
人

ま
た
は
�
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

受
付　

�
月
1�
日
（
月
）
ま
で
、

居
住
地
区
を
管
轄
す
る
各
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま

す
。

※
1
月
に
実
施
し
た
1
次
募
集
試

験
結
果
に
よ
り
畜
産
学
科
は
実

施
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
立
農
業
大
学
校
教
務
課

☎
0
9
5
7
（
��
）
1
0
1
6

諫
早
大
村
高
等
職
業
訓
練
校

平
成
19
年
度　

生
徒
募
集

　

諫
早
大
村
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
平
成
1�
年
度
の
生
徒
を
募
集

し
ま
す
。

平
日
夜
間

普
通
課
程
（
�
年
間
）

●
木
造
建
築
科

●
建
築
設
計
科

短
期
課
程
（
�
ケ
月
〜
1
年
間
）

●
J
w　

C
A
D
初
級
科

●
C
A
D
中
級
科

●
C
A
D
実
践
科

●
C
A
D
建
築
設
備
科

●
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
科

●
�
級
建
築
士
短
期
特
訓
科

●
�
級
建
築
施
工
管
理
技
士
科

●
建
築
基
準
法
学
習
会

●
木
造
大
工
伝
承
会

昼
間
（
水
）

●
J
w　

C
A
D
初
級
科

●
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
科

無
料
建
築
C
A
D
設
計
体
験
教
室

�
月
11
日
（
日
）・
1�
日
（
日
）・

��
日
（
土
）

午
後
�
時
〜
�
時
�0
分

問
い
合
わ
せ

諫
早
大
村
高
等
職
業
訓
練
校

☎
0
9
5
7
（
��
）
0
0
3
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
1

.b
b

iq
.jp

/
kunrenko/

三
宅
島
移
動
展

　

雲
仙
お
山
の
情
報
館
で
は
、
三

宅
島
の
噴
火
の
概
要
や
自
然
の
魅

力
、
人
々
の
暮
ら
し
を
知
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
雲
仙
普
賢
岳

の
噴
火
と
比
較
し
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
噴
火
と
の
関
わ
り
方
や
自
然

環
境
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
す
る
「
三
宅
島
移

動
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

�
月
1�
日
（
土
）
か
ら

　
　
　

�
月
�
日
（
日
）
ま
で

時
間

�
月
・
午
前
�
時
〜
午
後
�
時

�
月
・
午
前
�
時
〜
午
後
�
時

（
開
館
時
間
内
）

※
�
月
��
日
（
木
）
は
除
く

場
所　

雲
仙
お
山
の
情
報
館

　
　
　

�
階　

映
像
展
示
室

入
場
無
料
（
自
由
見
学
）

問
い
合
わ
せ

雲
仙
お
山
の
情
報
館

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
6
3
6

みずほすこやかランド施設管理協会
職員募集

雲仙市
みずほすこやかランド施設管理協会

職員募集
　施設管理協会の受付業務に携わっていただく
職員を次のように募集します。
募集職種
○事務員（パソコン操作のできる人）
○宿泊受付管理・グラウンド整備業務（夜間・
昼間交代業務）
○温泉受付管理業務（夜間・昼間交代業務）
勤務期間　平成19年4月1日～平成20年3月31日
　　　　　（月21日間勤務）
募集人員　各1人
待　　遇　施設管理協会規定による
　　　　　社会保険・雇用保険あり
応募資格　雲仙市内に在住している20歳から60歳

で、心身ともに健康な人
申し込み　ふれあい会館に備え付けの「施設管

理協会職員申込書」に必要事項を記
入し、雲仙市みずほすこやかランド
施設管理協会ふれあい会館事務局に
提出して下さい。

申込期間　3月20日（火）午後5時まで
選考方法　書類審査および面接

問い合わせ
ふれあい会館事務局　10957（77）4111

●広報うんぜん
平成19年3月30



4日

11日

18日

21日

25日

長 田 医 院
く さ の 循 環 器 内 科
安 藤 病 院
松 島 外 科
有 明 保 養 院
公 立 新 小 浜 病 院
愛 野 記 念 病 院
城 代 医 院
松 本 医 院
京 泊 馬 場 医 院

0957（77）3622
0957（37）6050
0957（38）2152
0957（74）4388
0957（36）0153
0957（74）2211
0957（36）0015
0957（37）2032
0957（36）0053
0957（88）2050

瑞 穂 町
千々石町
吾 妻 町
小 浜 町
愛 野 町
小 浜 町
愛 野 町
千々石町
愛 野 町
南串山町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　
　
　
　
　
　
定
期
演
奏
会

　

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
に
�
年
連
続
で
出
場
し
、
昨
年

見
事
金
賞
を
受
賞
し
た
小
浜
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
第
�0
回
記
念
定
期

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
出
身
の

特
別
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
て
の
演

奏
会
で
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月
�1
日
（
土
）

　
　
　

午
後
�
時
�0
分
開
場

　
　
　

午
後
�
時
開
演

場
所　

ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

入
場
無
料

特
別
ゲ
ス
ト

市
原
隆
靖

　

小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
オ
ー

ボ
エ
を
始
め
る
。
第
1�
代
部
長
。

東
京
、
長
崎
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
司
会
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。

城
谷
雄
策

　

小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
を
始
め
る
。
第
�0
代
部

長
。
吉
田
美
和
（D

R
E

A
M

S 
C

O
M

E
 T

R
U

E

）・M
isia

・
忌
野

清
志
郎
等
と
共
演
。
東
京
を
中
心

に
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
ラ
イ
ブ
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ

小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
（
永
田
）

☎
0
9
5
7
（
��
）
2
7
3
7

ながさき森林環境税が導入されますながさき森林環境税が導入されますながさき森林環境税が導入されますながさき森林環境税が導入されます

　長崎県は、森林を健全な姿で次の世代に
引き継ぐために、「ながさき森林環境税」を
平成19年4月から導入します。ふるさとの森
林を守り育てる税に、県民のみなさんのご
理解とご協力をお願いします。
森林を守り育てる取り組みに使います
●「環境重視」の森林づくり
・「水源の森」の整備
・樹木の育成のための環境整備
●「県民協働」の森林づくり
・県民のみなさんの提案・参加による森林づ
くり活動の支援
県民税に加算して納めていただきます
個人　県内に住所、家屋敷等がある人
税率　年間500円

※前年の合計所得が一定金額以下等
により、県民税均等割額が非課税の
人には課税されません

法人　県内に事務所等がある法人等
税率　県民税均等割額の5％相当額

問い合わせ
長崎県農林部林務課　1095（895）2983
長崎県総務部税務課　1095（895）2214

広
報
う
ん
ぜ
ん

　
　
　
　

定
期
購
読

広
報
う
ん
ぜ
ん

　
　
　
　

定
期
購
読

広
報
う
ん
ぜ
ん

　
　
　
　

定
期
購
読

広
報
う
ん
ぜ
ん

　
　
　
　

定
期
購
読

　

引
越
し
や
進
学
、
就
職
な
ど

で
市
外
に
転
居
し
て
も
「
広
報

う
ん
ぜ
ん
」
を
購
読
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

購
読
料
　

無
料

※
た
だ
し
、
左
記
の
送
料
が
必

要
と
な
り
ま
す

送
料
　

1
6
8
0
円

（
1
4
0
円
×
12
カ
月
）

※
平
成
19
年
4
月
号
〜
平
成
20

年
3
月
号
分
に
な
り
ま
す

申
込
方
法

【
持
参
の
場
合
】

　

現
金
1
6
8
0
円
を
お
つ
り

が
な
い
よ
う
に
持
参
の
う
え
、

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
班
ま

た
は
各
総
合
支
所
管
理
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
の
場
合
】

　

購
読
希
望
者
の
住
所
、
氏
名

を
ご
記
入
の
う
え
、
1
6
8
0

円
を
「
定
額
小
為
替
」
ま
た
は

「
現
金
書
留
」（
お
つ
り
が
な
い

よ
う
に
）
に
し
て
、
市
役
所
秘

書
広
報
課
広
報
班
あ
て
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
秘
書
広
報
課
　

広
報
班

お詫びと訂正
　広報2月号に誤りがありました。深
くお詫びし、訂正します。申し訳あり
ませんでした。
訂正
●2ページ：平成19年　雲仙市成人式
（誤）一同に会して → （正）一堂に会して

市役所　秘書広報課 
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　雲仙市図書館（国見町文化会館内）において、「としょ
かんまつり」を開催します。
　楽しい催しをたくさん用意して、みなさんのご来場
をお待ちしています。

3月10日（土）
■10：30～12：00　ボランティアによるお話会
■13：30～15：00　ビデオ「コープスブライド」上映会
3月11日（日）
■10:30～12:00　図書バックづくり（染色）
■13:30～15:00　絵本作家　長谷川集平さん講演会
（一般対象）演題「ホームランを打ったことのない君に」
■13:30～15:00　折り紙教室（子ども対象）
※期間中は、雑誌リサイクルや重量当て、クイズ、ぬ
りえ発表会もあります。
※ぬりえや図書バッグづくりに参加したい人は、事前
に図書館へお問合わせください。
問い合わせ　雲仙市図書館（月曜休館）　☎0957（78）3977

　雲仙市図書館（国見町文化会館内）において、「永井郁子
絵本原画展」を開催します。
　絵本の原画のすばらしさを感じ、想像力を膨らましてみ
ませんか。
また、3月17日（土）には永井郁子さんご本人をお迎えして、
楽しいイベントも開催します。みなさんのご来場をお待ち
しています。
絵本原画展～入場無料～
（ドラゴンまるのぼうけんシリーズ、かいぞくポケットシ
リーズなどの原画32点）
期間　3月13日（火）～18日（日）午前10時～午後6時
場所　雲仙市図書館（国見町文化会館内）
永井郁子とあそぼう～参加費無料～
日時　3月17日（土）　午後2時～4時
場所　国見町文化会館
内容　・キャラクターをいっしょにかこう！
　　　・絵本の読み語り
問い合わせ ●教育委員会生涯学習課  ☎0957（37）3113
 ●雲仙市図書館（月曜休館） ☎0957（78）3977

　長 崎 の ゴ ス ペ ル ク ワ イ ヤ
「FAITH」を迎え、市民参加型のゴ
スペルコンサートや、絵本をもと
にした音楽劇を行います。
参加者は2月24日から練習を行い、
コンサートに向けて練習中です。
みなさん一緒に楽しいひとときを
過ごしてみませんか。
日時　3月17日（土）
　　　午後6時30分～8時
会場　吾妻町ふるさと会館
※入場整理券の配布はありません。
問い合わせ
教育委員会　生涯学習課
☎0957（37）3113

　春の瑞々しい山々の登山をいっしょに楽しみませんか。雲仙山系でも見晴ら
しのいいことで知られる「九千部岳」登山を行います。
日　　時　3月25日（日）※延期なし（中止の場合は24日午後6時ごろ連絡します）
　　　　　9：00集合（田代原キャンプ場駐車場）　9：30出発　13：00解散予定
募集人数　20人（先着順）
募集対象　市内在住の人（小学生以下は原則として保護者同伴、登山行動に耐

えうる体力がある人）
持参するもの　弁当、飲料水、雨具、登山にふさわしい格好
参加費無料（参加者傷害保険は市山岳協会で負担します）
申込期間　3月16日（金）まで
申込方法　雲仙市山岳協会事務局に、住所、氏名、年齢、性別、血液型、電話番号を

明記のうえ、郵送・FAX・Eメールのいずれかの方法で申し込んでください。
申し込み・問い合わせ
雲仙市山岳協会事務局　〒854-0703　雲仙市南串山町丙10538-4
南串山総合支所　産業建設課気付　雲仙市山岳協会事務局　中島宛
ファックス 0957（88）3870　電子メール t-nakashima@city.unzen.nagasaki.jp
☎090（9492）5820

▼
久
し
ぶ
り
に
少
し
早
起
き
を

し
ま
し
た
。
1
月
20
日
、
大
寒

の
日
、
今
年
は
土
曜
日
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
普
段
な
ら
ま
だ

布
団
の
中
…
▼
暖
冬
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
例
年
か
ら
す
る
と

か
な
り
暖
か
い
朝
。
と
は
い
え
、

一
年
で
一
番
寒
い
と
い
わ
れ
る
日
、
冷
た
い
空

気
が
肌
を
刺
し
ま
す
▼
恒
例
と
な
っ
て
い
る

橘
神
社
の
「
寒
中
禊
（
み
そ
ぎ
）」
の
取
材
。

現
場
に
着
く
と
、
す
で
に
多
く
の
カ
メ
ラ
マ

ン
が
場
所
を
取
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を

逃
す
ま
い
と
待
ち
構
え
て
い
ま
す
▼
私
も
早

起
き
を
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
か
な
り
遅

い
ほ
う
で
す
。
当
然
、
ほ
と
ん
ど
ス
ペ
ー
ス
が

残
っ
て
い
な
い
状
況
で
、
ほ
か
の
人
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
場
所
を
探
し
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

に
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
が
、「
場
所
を
移
ら
ん
と

い
か
ん
け
ん
、
こ
こ
で
撮
っ
て
よ
か
よ
」
と
撮

影
場
所
を
譲
っ
て
く
れ
ま
し
た
▼
先
に
来
て
、

寒
い
中
場
所
を
取
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
人
た

ち
に
は
気
の
毒
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
場

所
で
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。H
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
▼
今
回

の
こ
と
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
、
ご
支
援
が
あ
っ
て
「
広
報
う

ん
ぜ
ん
」
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
を
借
り
て
申
し
上
げ

る
の
は
、
失
礼
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ゴスペルコンサートin雲仙
～入場無料～

ゴスペルコンサートin雲仙
～入場無料～

「としょかんまつり」開催「としょかんまつり」開催「としょかんまつり」開催 「永井郁子絵本原画展」開催「永井郁子絵本原画展」開催「永井郁子絵本原画展」開催

ゴスペルコンサートin雲仙
～入場無料～

春の市民登山会　参加者募集春の市民登山会　参加者募集春の市民登山会　参加者募集

は せ が わしゅうへい

なが い いく こ


